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一

　
私
が
釧
路
の
新
聞
へ
行
つ
た
の
は
、
恰
度






一
月
下
旬
の
事
、
寒
さ
の
一
番
酷



し
い
時
で
、
華
氏
寒
暖
計
が
毎
朝
零
下
二
十
度
か
ら
三
十
度
ま
で
の
間
を
昇
降

し
て
居
た
。
停
車
場
か
ら
宿
屋
ま
で
、
僅
か
一
町
足
ら
ず
の
間
に
、
夜
風
の
冷

に
頥
を
埋
め
た
首
卷
が
、
呼

氣

の
濕
氣






で
眞
白
に
凍
つ
た
。
翌
朝
目
を
覺
ま
し

た
時
は
、
雨
戸
の
隙
を
潜
っ
て
空



寒
く
障
子
を
染
め
た
曉
の
光
の
中
に
、
石
油

だ
け
は
流
石
に
凍
ら
ぬ
と
見
え
て
、
心



を
細
め
て
置
い
た
吊
洋
燈








が
昨

夜

の
儘

に
薄





り
と
點



つ
て
居
た
が
、
茶
を
注
い
で
飮
ま
ず
に
置
い
た
茶
碗
が
二
つ
に
割

れ
て
、
中
高
に
盛
り
上
つ
た
黄
色
の
氷
が
傍
に
轉
げ
出
し
て
居
た
。
火
鉢
に
火

が
入
つ
て
、
少
し
は
室
の
暖
ま
る
ま
で
と
、
身
體
を
縮



め
て
床
の
中
で
待
つ
て

居
た
が
、
寒
國
の
人
は
總
じ
て
朝
寢
を
す
る
、
漸
々






女
中
の
入
つ
て
來
た
の
は
、

も
の
の
一
時
間
半
も
經

つ
て
か
ら
で
、
起
き
て
顏
を
洗
ひ
に
行
か
う
と
、
何
氣

な
し
に
取
上
げ
た
銀
鍍
金





の
石
鹸
函
は
指
に
氷
着





く
、
廊
下
の
舖
板






が
足
を
移

す
毎
に
キ
シ
〳
〵
と
鳴
く
、
熱
過
ぎ
る
程
の
湯
は
、
顏
を
洗
つ
て
了
ふ
ま
で
に

夏
の
川
水
位
に
冷
え
た
。

　
雪
は
五
寸
許
り
し
か
無
か
つ
た
が
、
晴
天
續
き
の
、
塵
一
片
浮
ば
ぬ
透
明
の

空
か
ら
、
色
な
き
風
が
ヒ
ユ
ウ
と
吹
い
て
、
吸
ふ
息
毎
に
鼻
の
穴
が
塞
る
。
冷

た
い
日
光





が
雪
に
照
返
つ
て
、
家
々
の
窓
硝
子
を
、
寒
さ
に
慄



え
た
樣
に
ギ
ラ

つ
か
せ
て
居
た
。
大
地
は
底
深
く
凍
つ
て
了
つ
て
、
歩
く
と
鋼
鐵
の
板
を
踏
む

樣
な
、
下
駄
の
音
が
、
頭
ま
で
響
く
。
街
路
は
鏡
の
如
く
滑





か
で
、
少
し
油
斷

を
す
る
と
右
に
左
に
辷
る
、
大
事
を
と
つ
て
、
足
に
力
を
入
れ
る
と
一
層
辷
る
。

男
も
、
女
も
、
路
行
く
人
は
皆
、
身
分
不
相
應
に
見
え
る
程
、
厚
い
立
派
な
防

寒
外
套
を
着
け
て
、
輕
々
と
刻
み
足
に
急
い
で
居
た
。
荷
馬
橇
の
馬
は
、
狹
霧





の
樣
な
呼

氣

を
被



つ
て
氷
の
玉
を
聨
ね
た
鬣




を

、
寒
い
光
に
波
打
た
せ
な
が
ら
、

風
に
鳴
る
鞭
を
喰
つ
て
勢
ひ
よ
く
駈
け
て
居
た
。

　
二
三
日
し
て
私
は
、
洲
崎
町
の
或
下
宿
へ
移
つ
た
。
去
年
の
春
ま
で
は
、
土

地
で
少
し
は
幅
を
利
か
し
た
さ
る
醫
師
の
住
つ
て
居
た
家
と
か
で
、
室
も
左
程

に
惡
く
は
無
し
、
年
に
似
合
は
ず
血
色
の
よ
い
、
布
袋
の
樣
に
肥

滿

つ
た
、
モ

ウ
五
十
近
い
氣
丈
の
主
婦





も
、
外
見





に
よ
ら
ぬ
親
切
者
、
女
中
は
小
さ
い
の
を

合
せ
て
三
人
居
た
。
私
が
移
っ
た
晩
の
事
、
身
體
の
馬
鹿
に
大
き
い
、
二
十
四

五
の
、
主
婦





に
も
劣
ら
ず
肥

滿

つ
た
小
さ
い
眼
と
小
さ
い
鼻
を
掩
ひ
隱
す
程
頬

骨
が
突
出
て
居
て
、
額
の
極
め
て
狹
い
、
氣
の
毒
を
通
越
し
て
滑
稽
に
見
え
る

程
不
恰
好
な
女
中
が
來
て
、
一
時
間
許
り
も
不
問
語








を
し
た
。
夫
に
死
な
れ
て

か
ら
、
一
人
世
帶
を
持
つ
て
居
て
、
釧
路
は
裁
縫
料







の
高
い
所
で
あ
れ
ば
、
毎

月
若
干
宛








の
貯
蓄
も
し
て
居
た
の
を
、
此
家
の
主
婦





が
人
手
が
足
ら
ぬ
と
い
ふ

の
で
、
強



て
の
頼
み
を
拒
み
難
く
、
手
傳
に
來
て
か
ら
モ
ウ
彼
是
半
年
に
な
る

と
云
つ
た
樣
な
話
で
、
「
普

通

の
女
中
ぢ
や
な
い
。
」
と
い
ふ
事
を
、
私
に
呑

込
ま
せ
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
後
で
解
つ
た
が
、
名
は
お
芳
と
云
つ
て
、
稼
ぐ

時
は
馬
鹿
に
稼
ぐ
、
怠





る
時
は
幾
何





主
婦





に
怒
鳴
ら
れ
て
も
平
氣
で
怠
け
る
、

と
い
ふ
、
隨
分
氣
紛





れ
者
で
あ
つ
た
。

　
取
分
け
て
此
下
宿
の
、
私
に
氣
に
入
つ
た
の
は
、
社
に
近
い
事
で
あ
つ
た
。

相
應
の
賑
ひ
を
見
せ
て
居
る
眞
砂
町
の
大

逵







と
は
、
恰
度






背
中
合
せ
に
な
つ

た
埋
立
地
の
、
兩
側
空
地





の
多
い
街
路
を
僅
か
一
町
半
許
り
で
社
に
行
か
れ
る
。

　
社
は
、
支
廳
坂
か
ら
眞
砂
町
を
突
切
つ
て
、
海
岸
へ
出
る
街
路
の
、
ト
あ
る

四
角






に
立
つ
て
居
て
、
小
さ
い
な
が
ら
も
、
ツ
イ
此
頃
落
成
式
を
擧
げ
た
許
り

の
、
新
築
の
煉
瓦
造
、
（
こ
れ
が
此
社
に
長
く
居
る
人
達
の
北
海
道
に
類
が
無

い
と
云
ふ
唯
一
つ
の
誇
り
で
あ
つ
た
。
）
澄
み
切
つ
た
冬
の
空
に
、
燃
え
る
樣

な
新
し
い
煉
瓦
の
色
の
、
廓
然






と
正
し
い
輪
廓
を
描
い
て
る
の
は
、
何
樣






木
造

3



の
多
い
此
町
で
は
、
多
少
の
威
嚴
を
保



つ
て
見
え
た
。
主
筆
か
ら
見
せ
ら
れ
た
、

落
成
式
の
報
告
見
た
い
な
も
の
の
中
に
、
「
天
地
一
白
の
間
に
紅
梅
一
朶
の
美

觀
を
現
出
し
た
る
も
の
は
即
ち
我
が
新
築
の
社
屋
な
り
。
」
と
云
ふ
句
が
あ
つ

て
、
私
が
思
は
ず
微
笑
し
た
の
を
、
今
で
も
記

憶

え
て
居
る
。
玄
關
か
ら
上
る

と
、
右
と
左
が
事
務
室
に
宿
直
室
、
奧
が
印
刷
工
場
で
、
事
務
室
の
中
の
階
段

を
登
れ
ば
、
二
階
は
應
接
室
と
編
輯
局
の
二
室





。

　
編
輯
局
に
は
、
室
の
廣
さ
に
釣
合
の
と
れ
ぬ
程
大
き
い
煖
爐






が
あ
つ
て
、
私

は
毎
日
此
煖
爐






の
勢
ひ
よ
く
燃
え
る
音
を
聞
き
乍
ら
、
筆
を
動
か
し
た
り
、
鋏

と
糊
を
使
ふ
。
外
勤
の
記
者
が
、
唇
を
紫
に
し
て
顫
へ
乍
ら
歸
つ
て
來
る
と
、

腰
を
掛
け
る
前
に
先
づ
五
本
も
六
本
も
薪
を
入
れ
る
の
で
、
一
日
に
二
度
か
三

度
は
、
必
ず
煖
爐






が
赤
く
な
つ
て
、
私
共
の
額
に
は
汗
が
滲
み
出
し
た
。
が
、

夕
方
に
な
つ
て
宿
に
歸
る
と
、
何
一
つ
室
を
賑
か
に
し
て
見
せ
る
裝
飾
が
無
い

の
で
、
割
合
に
廣
く
見
え
る
。
二
階
の
八
疊
間
に
、
火
鉢
が
唯
一
個
、
幾
何





炭

を
つ
ぎ
足
し
て
、
青
い
焔
の
舌
を
斷
間





な
く
吐
く
程
火
を
お
こ
し
て
も
、
寒
さ

が
背
か
ら
覆
被






さ
る
樣
で
、
襟
元
は
絶
え
ず
氷
の
樣
な
手
で
撫
で
ら
れ
る
樣
な

氣
が
し
た
。
字
を
五
つ
六
つ
書
く
と
、
筆
の
尖
が
モ
ウ
堅
く
な
る
。
イ
ン
キ
瓶

を
火
鉢
に
縁
に
、
載
せ
て
、
瓶
の
口
か
ら
水
蒸
氣





が
立
つ
位
に
し
て
置
い
て
も
、

ペ
ン
に
含



ん
だ
イ
ン
キ
が
半
分
も
な
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
凍
つ
て
了
ふ
、
葉
書
一

枚
書
く
に
も
、
そ
れ
は
〳
〵
億
劫
な
も
の
で
あ
つ
た
。
初
め
て
の
土
地
で
、
友

人
と
云
つ
て
は
一
人
も
無
し
、
恁

う
寒
く
て
は
書



を
讀
む
氣
も
出
ぬ
も
の
で
、

私
は
毎
晩
、
唯
モ
ウ
手
の
甲
を
ひ
つ
く
り
返
し
お
つ
く
り
返
し
火
に
焙



つ
て
、

火
鉢
に
抱
付
く
樣
に
し
て
過
し
た
。
一
週
間
許
り
經

つ
て
、
私
は
漸
々






少
し
寒

さ
に
慣
れ
て
來
た
。

　
二
月
の
十
日
頃
か
ら
、
怎



や
ら
寒
さ
が
少
し
づ
つ
緩



み
出
し
た
。
寒
さ
が
緩

み
出
す
と
共
に
、
何
處
か
ら
來
た
か
知
ら
ぬ
が
、
港
内
に
は
流
氷
が
一
杯
集
つ

て
來
て
、
時
々
雪
が
降
つ
た
。
私
が
來
て
か
ら
初
め
て
の
記
者
月
例
會
が
開
か

れ
た
の
も
、
恰
度
一
尺
程
も
の
雪
の
積
つ
た
、
或
る
土
曜
日
の
夕
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
二

　
釧
路
は
、
人
口
と
云
へ
ば
僅
か
一
萬
五
千
足
ら
ず
の
、
漸
々






發
達
し
か
け
た

許
り
の
小
都
會
だ
の
に
、
怎



し
た
も
の
か
新
聞
が
二
種





出
て
居
た
。

　
私
の
居
た
の
は
、
「
釧
路
日
報
」
と
云
つ
て
、
土
地
で
人
望
の
高
い
大
川
道

會
議
員
の
機
關
で
あ
つ
た
。
最
初
は
紙
面
が
半
紙
二
枚
程
し
か
な
い
の
を
、
日

曜
々
々
に
出
し
て
居
た
の
だ
さ
う
だ
が
、
町
の
發
達
に
つ
れ
て
、
七
年
の
間
に

三
度
四
度
擴
張
し
た
結
果
、
私
が
行
く
一
週
間
許
り
前
に
、
新
築
社
屋
の
落
成

式
と
共
に
普
通
の
四
頁
新
聞
に
な
つ
た
。
無
論
こ
れ
ま
で
に
漕
ぎ
つ
け
た
の
は
、

種
々
な
關
係
が
結
び
つ
い
た
秘
密
の
後
援
者
が
あ
る
か
ら
で
、
新
聞
獨
自






の
力

で
は
無
い
が
、
社
の
經
濟
も
案
外
巧
く
整
理
さ
れ
て
居
て
、
大
川
社
長
の
人
望

と
共
に
、
「
釧
路
日
報
」
の
信
用
も
亦
、
町
民
の
間
に
餘
程
深
く
植
ゑ
つ
け
ら

れ
て
居
た
。
編
輯
局
に
は
、
主
筆
か
ら
校
正
ま
で
唯





五
人
。

　
モ
一
つ
は
「
釧
路
毎
日
新
聞
」
と
云
つ
て
、
出
來
て
か
ら
漸
々






半
年
位
に
し

か
な
ら
ず
、
社
も
裏
長
屋
み
た
い
な
所
で
、
給
料
の
支
拂
が
何
時
で
も
翌
月
に

な
る
と
か
云
ふ
噂
、
職
工
共
の
紛
擾






が
珍
し
く
な
く
、
普
通







の
四
頁
の
新
聞
だ

け
れ
ど
、
廣
告
が
少
く
て
第
四
面
に
空

所

が
多
く
、
活
字
が
足
ら
な
く
て
假
名

許
り
澤
山
使
ふ
か
ら
、
見
る
か
ら
醜
い
新
聞
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
記
者
は
矢

張
五
人
居
た
。

　
月
例
會
と
云
ふ
の
は
、
此
兩
新
聞
の
記
者
に
、
札
幌
、
小
樽
、
旭
川
な
ど
の

新
聞
の
支
社
に
來
て
居
る
人
達
を
合
せ
て
、
都
合
十
三
四
人
の
人
が
、
毎
月
一

度
宛
集
る
と
い
ふ
の
で
、
此
月
の
は
、
私
が
來
て
か
ら
初
め
て
の
會
で
は
あ
り
、
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入
社
の
挨
拶
を
新
聞
に
載
せ
た
だ
け
で
、
何
處
へ
も
改
め
て
は
顏
を
出
さ
ず
に

居
た
か
ら
、
知
ら
ぬ
顏
の
中
へ
行
く
ん
だ
と
云
つ
た
氣
が
、
私
の
頭
腦
を
多
少

他

所

行
の
心
持
に
し
た
。
午
後
四
時
か
ら
と
云
ふ
月
番
幹
事
の
通
知
だ
つ
た
の

で
、
三
時
半
に
は
私
が
最
後
の
原
稿
を
下
し
た
。

『
今
日
は
鹿
島
屋
だ
か
ら
、
市
子
の
お
酌
で
飮
め
る
譯
だ
ね
。
』

と
云
つ
て
、
主
筆
は
椅
子
を
暖
爐






に
向
け
る
。

『
然
し
藝
妓
も
月
例
會
に
出
た
時
は
、
大
變
大
人





し
く
し
て
居
ま
す
ね
。
』

と
八
戸






君
が
應
じ
た
。

『
そ
の
筈
さ
、
人
の
惡
い
奴
許
り
集
る
ん
だ
も
の
。
』

と
笑
つ
て
、
主
筆
は
立
上
つ
た
。
『
藝
者
に
記
者
だ
か
ら
、
親
類
同
志
な
ん
だ

が
ね
。
』

『
成
程
、
何
方
も
洒

々







と
し
て
ま
す
な
。
』

と
、
私
も
笑
ひ
な
が
ら
立
つ
た
。
皆
が
硯
箱
に
蓋
を
し
た
り
、
袴
の
紐
を
締
直

し
た
り
、
莨
を
啣
へ
て
外
套
を
着
た
り
し
た
が
、
三
面
の
外
交
を
し
て
居
る
小

松
君
が
、
突
然
。

『
今
度
ま
た
「
毎
日
」
に
一
人
入
つ
た
さ
う
で
す
ね
。
』
と
言
つ
た
。

『
然

う
か
ね
、
何
と
い
ふ
男
だ
ら
う
？
』

『
菊
池
ツ
て
云
ふ
さ
う
で
す
。
何
で
も
、
釧
路
に
居
る
記
者
の
中
で
は
一
番
年

長
者





だ
ら
う
ツ
て
話
で
し
た
よ
。
』

『
菊
池
兼
治






と
謂
ふ
奴
ぢ
や
な
い
か
？
』
と
主
筆
が
喙



を
容
れ
た
。

『
兼
治






？
　
然
う
で
す
〳
〵
、
何
だ
か
武
士






の
樣
な
名
だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
』

『
ぢ
や
何
だ
、
眞
黒
な
顋
鬚






を
生
や
し
た
男
で
、
放
浪
者









み
た
い
な
？
』

『
然

う
で
す
か
、
私
は
ま
だ
逢
は
な
い
ん
で
す
が
。
』

『
那
※





男
な
ら
、
何
人
先
方





で
入
れ
て
も
安
心
だ
よ
。
何

日

だ
ツ
た
か
、
其
菊

池
が
、
記
者
な
り
小
使
な
り
に
使
つ
て
呉
れ
ツ
て
、
俺
の
所
へ
來
た
事
が
あ
る

ん
だ
。
可
哀
相
だ
か
ら
入
れ
よ
う
と
思
つ
た
が
ね
。
』
と
、
入
口
の
方
へ
歩
き

出
し
た
。
『
前
に
來
た
時
と
後
に
來
た
時
と
、
辻
褄
が
合
は
ん
事
を
云
つ
た
か

ら
、
之
は
怪
し
い
と
思
つ
て
斷
つ
た
さ
。
』

　
私
は
然
し
、
主
筆
が
常
に
自
己





と
利
害
の
反
す
る
側
の
人
を
、
好
く
云
は
ぬ

事
を
知
つ
て
居
た
。
「
先
方





が
六
人
で
、
此
方
よ
り
は
一
人
増
え
た
な
。
」
と

云
つ
た
風
な
事
を
考
へ
て
玄
關
を
出
た
が
、

『
君
、
二
面
だ
ら
う
か
、
三
面
だ
ら
う
か
？
』

と
歩
き
な
が
ら
小
松
君
に
問
ひ
か
け
た
時
は
、
小
松
君
は
既
に
別
の
事
を
考
へ

て
居
た
。

『
何
が
で
す
？
』

『
菊
池
が
さ
。
』

『
さ
あ
何
方





で
す
か
。
櫻
井
の
話
だ
と
、
今
日
か
ら
出
社
す
る
樣
に
云
つ
て
ま

し
た
が
ね
。
』

　
私
共
が
ド
ヤ
〳
〵
と
鹿
島
屋
の
奧
座
敷
に
繰
込
ん
だ
時
は
、
既



七
人
許
り
集

つ
て
居
た
。
一
人
二
人
を
除
い
て
は
、
初
對
面
の
人
許
り
な
の
で
、
私
は
暫
時






の
間
名
刺
の
交
換
に
忙
が
し
か
つ
た
が
、
そ
れ
も
一



し
き
り
濟
ん
で
、
莨
に
火

を
つ
け
る
と
、
直
ぐ
、
眞
黒
な
顋
鬚
の
男
は
未
だ
來
て
な
い
と
氣
が
つ
い
た
。

人
々
は
よ
く
私
に
も
話
し
か
け
て
呉
れ
た
。
一
座
の
中
で
も
、
背
の
低
い
、
色

の
黒
い
、
有
る
か
無
き
か
の
髭
を
生
や
し
た
、
洋
服
扮
裝






の
醜
男






が
、
四
方
八

方
に
愛
嬌
を
振
舞
い
て
は
、
輕
い
駄
洒
落
を
云
つ
て
、
顏
に
似
合
は
ぬ
優
し
い

聲
で
キ
ャ
ッ
〳
〵
と
笑
ふ
。

　
十
分
許
り
經
つ
て
、
「
毎
日
」
の
西
山
社
長
と
、
私
よ
り
一
月
程
前
に
東
京

か
ら
來
た
と
い
ふ
日
下
部
編
輯
長
と
が
入
つ
て
來
た
。
日
下
部
君
は
、
五
尺
八

寸
も
あ
ら
う
か
と
い
ふ
、
ガ
ッ
シ
リ
し
た
大
男
で
、
非
常
な
大
酒
家
だ
と
聞
い

て
居
た
が
、
如
何
樣









眼
は
少
し
ド
ン
ヨ
リ
と
曇
つ
て
、
服
裝
は
飾
氣
な
し
の
、
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新
ら
し
く
も
無
い
木
綿
の
紋
付
を
着
て
居
た
。

　
西
山
社
長
は
、
主
筆
を
兼
ね
て
居
る
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
。
七
子
の
羽
織
に

仙
臺
平
の
り
う
と
し
た
袴
、
太
い
丸
打
の
眞
白
な
紐
を
胸
高
に
結
ん
だ
態



は
、

何
處
か
の
壯
士
芝
居
で
見
た
惡
黨
辯
護
士
を
思
出
さ
せ
た
。
三
十
五
六
の
、
面

皰


だ
ら
け
な
細
顏
で
、
髭
が
無
く
、
銀
縁
の
近
眼
鏡
を
か
け
て
居
た
が
、
眼
鏡

越
に
時
々
猜
疑
深
い
樣
な
目
付
を
す
る
。

『
徐
々






始
め
よ
う
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、
大
抵
揃
ひ
ま
し
た
か
ら
。
』

と
、
月
番
幹
事
の
志
田
君
、
（
先
ほ
ど
か
ら
愛
嬌
を
振
舞
つ
て
ゐ
た
、
色
の
黒

い
男
）
が
云
ひ
出
し
た
。

　
軈
て
膳
部
が
運
ば
れ
た
。
「
入
交






に
な
つ
た
方
が
可
か
ら
う
。
」
と
云
ふ
、

私
の
方
の
主
筆
の
發
端
で
、
人
々
は
一
時
ド
ヤ
ド
ヤ
と
立
つ
た
が
、

『
男
振
の
好
い
人
の
中
に
入
る
と
、
私
の
顏
が
一
層
惡
く
見
え
て
不
可





け
れ
ど

も
。
』

と
笑
ひ
な
が
ら
、
志
田
君
は
私
と
西
山
社
長
と
の
間
に
坐
つ
た
。

　
酒
と
な
る
と
談
話
が
急
に
噪





ぐ
。
其
處
に
も
此
處
に
も
笑
聲
が
起
つ
た
。
五

人
の
藝
妓
の
十
の
袂
が
、
銚
子
と
共
に
忙
が
し
く
動
い
て
、
艶





い
た
白
粉
の
香

が
、
四
角
に
立
て
た
膝
を
く
づ
さ
せ
る
。
點
け
た
許
り
の
明
る
い
吊
洋
燈








の
周

匝


に
は
、
莨
の
煙
が
薄
く
渦
を
卷
い
て
居
た
。

　
親
善
を
厚
う
す
る
と
か
、
相
互
の
利
害
を
議
す
る
と
か
、
連
絡
を
圖
る
と
か
、

趣
旨
は
頗
る
立
派
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
月
例
會
は
要
す
る
に
、
飮
ん
で
、
食
つ

て
、
騷
ぐ
會
な
の
で
、
主
筆
の
所
謂
人
の
惡
い
奴
許
り
だ
か
ら
、
隨
分
と
方
々

に
圓
滑
な
皮
肉
が
交
換
さ
れ
て
、
其
度
に
さ
も
面
白
相
な
笑
聲
が
起
る
。
意
外





事
を
素
破





拔
か
れ
た
藝
妓
が
、
對
手
が
新
聞
記
者
だ
け
に
、
弱
つ
て
了
つ
て
、

援
助
を
朋
輩
に
求
め
て
る
の
も
あ
れ
ば
、
反
對
に
藝
妓
か
ら
素
破





拔
か
れ
て
頭

を
掻
く
人
も
あ
る
。
五
人
の
藝
妓
の
中
、
其
處
か
ら
も
此
處
か
ら
も
名
を
呼
び

立
て
ら
れ
る
の
は
、
時
々
編
集
局
で
も
名
を
聞
く
市
子
と
謂
ふ
の
で
、
先
刻





膳

を
運
ぶ
時
、
目
八
分
に
捧
げ
て
、
眞
先
に
入
つ
て
來
て
、
座
敷
の
中
央
へ
突
立

つ
た
儘
、
「
マ
ア
怎
う
し
よ
う
、
私
は
。
」
と
、
仰
山
に
驚
い
た
姿

態

を
作
つ

た
妓

で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
私
共
が
皆
一
團
に
な
つ
て
、
障
子
際
に
火
鉢
を
圍
ん

で
居
た
か
ら
、
御
膳
の
据
場
所
が
無
か
つ
た
か
ら
で
。
十
六
と
い
ふ
齡
に
は
少

し
老

せ
て
居
る
が
、
限
り
な
き
愛
嬌
を
顏
一
杯
に
漲
ら
し
て
、
態
と
ら
し
か
ら

ぬ
身
振
が
人
の
氣
を
引
い
た
。

　
志
田
君
は
、
盃
を
下
に
も
置
か
ず
、
相
不
變








愛
嬌
を
振
舞
い
て
居
た
が
、
お

酌
に
𢌞
つ
て
來
た
市
子
を
捉
へ
て
私
の
前
に
坐
ら
せ
、
兩
手
の
盃
を
一
つ
私
に

獻

し
て
、

『
市
ち
や
ん
、
此
方
は
今
度
「
日
報
」
へ
お
出
に
な
つ
た
橘
さ
ん
と
い
ふ
方
だ
、

お
年
は
若
し
、
情
は
深
し
、
ト
ま
で
は
知
ら
な
い
が
、
豪
い
方
だ
か
ら
お
近
付

に
な
つ
て
置
け
。
他

日

に
な
つ
て
惡
い
事
は
無
い
ぞ
。
』

『
ア
ラ
然

う
で
す
か
。
お
名
前
は
新
聞
で
承
は
つ
て
ま
し
た
け
れ
ど
、
何
誰





か

と
思
つ
て
、
遂
…
…
』
と
優
容






に
頭
を
下
げ
た
。
下
げ
た
頭
の
擧
ら
ぬ
う
ち
に
、

『
こ
れ
は
お﹅
か﹅
め﹅
屋
の
市
ち
や
ん
。
唯
三
度
し
か
男
と
寢
た
事
が
無
い
さ
う
で

す
。
然
う
だ
つ
た
ね
、
市
ち
や
ん
？
』

『
お﹅
か﹅
め﹅
屋
な
ん
て
、
人
を
。
酷
い
事
旦
那
は
。
』

と
市
子
は
怖
い
目
を
し
て
見
せ
た
が
、
そ
れ
で
も
志
田
君
の
貸
し
た
盃
を
受
取

つ
て
、
盃
洗
に
淨
め
て
私
に
獻

し
た
。

『
印
度
の
炭
山
の
旦
那
の
お
媒
介






で
す
か
ら
、
何
卒
末
長
く
白
ツ
ぱ
く
れ
な
い

樣
に
…
…
』

『
印
度
の
炭
山
の
旦
那
は
酷
い
。
』
と
志
田
君
の
聲
が
高
か
つ
た
の
で
、
皆
此

方


を
見
た
。
『
い
く
ら
私
は
色
が
黒
い
た
つ
て
、
隨
分
念
を
入
れ
た
形
容
を
し

た
も
ん
だ
。
』

6菊池君



　
一
座
の
人
は
聲
を
合
せ
て
笑
つ
た
。

　
私
は
初
め
て
の
事
で
も
あ
り
、
且
つ
は
、
話
題
を
絶
や
さ
ぬ
志
田
君
と
隣
つ

て
居
る
故
か
、
自





と
人
の
目
に
つ
い
て
、
返
せ
ど
も
返
せ
ど
も
、
盃
が
集
つ
て

來
る
。
生
來
餘
り
飮



ぬ
口
な
の
で
、
顏
は
既



ポ
ツ
ポ
と
上
氣
し
て
、
心
臟
の
鼓

動
が
足
の
裏
ま
で
も
響
く
。
二
つ
や
三
つ
な
ら
未
だ
し
も
の
事
、
私
の
樣
な
弱

い
者
に
は
、
四
つ
五
つ
と
盃
の
列
ん
だ
の
を
見
る
と
、
醒
め
果
て
た
戀
に
向
ふ

樣
で
、
モ
ウ
手
も
觸

け
た
く
な
い
。
藝
妓
に
は
珍
し
く
一
滴
も
飮
ま
ぬ
市
子
は
、

そ
れ
と
覺
つ
て
か
、
密
と
盃
洗
を
持
つ
て
來
て
、
志
田
君
に
見
ら
れ
ぬ
樣
に
、

一
つ
宛
空
け
て
呉
れ
て
居
た
が
、
い
つ
し
か
發
覺
し
て
例
の
圓
轉
自
在
の
舌
か

ら
吹
聽
に
及
ぶ
。
「
市
ち
ゃ
ん
も
仲
々
腕
が
上
つ
た
」
と
か
、
「
今
の
若
い
者

は
、
春
秋
に
富
ん
で
居
る
癖
に
惚
れ
方
が
性
急






だ
」
と
か
、
「
橘
さ
ん
も
隅
に

置
け
ぬ
」
と
か
、
一
座
は
色
め
き
立
つ
て
囂
々






と
騷
の
で
、
市
子
は
、

『
私
此
方





の
爲
に
し
た
ん
ぢ
や
な
く
て
、
皆
さ
ん
が
盃
を
欲
し
さ
う
に
し
て
被



居




る
か
ら
空

け
て
上
げ
た
の
で
す
わ
。
』

と
防
い
で
見
た
が
、
遂
々
顏
を
眞
赤
に
し
て
次
の
室
へ
逃
げ
た
。
私
も
皆
と
一

緒
に
な
つ
て
笑
つ
た
。
暫
時






し
て
か
ら
市
子
は
輕
い
咳
拂
を
し
て
、
怎



や
ら
取

濟
し
た
顏
を
し
て
出
て
來
た
が
、
い
き
な
り
復



私
の
前
に
坐
つ
た
。
人
々
は
、

却
つ
て
之
を
興
あ
る
事
に
し
て
、
モ
ウ
市
子
々
々
と
呼
び
立
て
な
く
な
つ
た
。

『
菊
池
さ
ん
て
方
が
。
』
と
女
中
が
襖
を
開
け
て
、
敷
居
際
に
手
を
つ
い
た
。

話
が
バ
タ
リ
と
止
ん
で
、
視
線
が
期
せ
ず
し
て
其
方
に
聚





る
。
ヌ
ッ
と
許
り
鬚

面
が
入
つ
て
來
た
。

　
私
は
吸
差
の
莨
を
灰
に
差
し
た
、
人
々
は
盃
を
下
に
置
い
た
。
西
山
社
長
は

忙
が
し
く
居
住
ひ
を
直
し
て
、
此
新
來
の
人
を
紹
介
し
て
か
ら
、

『
馬
鹿
に
遲
い
か
ら
來
な
い
の
か
と
思
つ
て
居
た
。
』

と
、
さ
も
容
態
ぶ
つ
て
云
つ
た
。

『
え
、
遲
く
な
り
ま
し
た
。
』

と
菊
池
君
は
吃
る
樣
に
答
へ
て
、
變
な
笑
ひ
を
浮
べ
乍
ら
、
ヂ
ロ
ヂ
ロ
一
座
を

見
𢌞
し
た
が
、
私
と
は
斜
に
一
番
遠
い
、
末
席
の
空
席
に
悠
然






と
胡
坐





を
か
く
。

　
皆
は
、
そ
れ
と
な
く
此
人
の
爲
す
所
を
見
て
居
た
が
、
菊
池
君
は
兩
手
に
膝

頭
を
攫



ん
で
、
俯
向
い
て
自
分
の
前
の
膳
部
を
睨
ん
で
居
る
の
で
、
誰
し
も
話

し
か
け
る
機
會
を
失
つ
た
。
私
は
、
空
に
な
つ
て
居
た
盃
を
取
上
げ
て
、
「
今

來
た
方
へ
。
」
と
市
子
に
渡
し
た
時
、
志
田
君
も
殆
ど
同
時
に
同
じ
事
を
云
つ

て
盃
を
市
子
に
渡
し
た
。
市
子
は
二
つ
捧
げ
て
立
つ
て
行
つ
た
が
、

『
彼
方





の
お
方
か
ら
お
取
次
で
厶
い
ま
す
。
』

『
誰
方





？
』

と
、
菊
池
君
は
呟





く
樣
に
云
つ
て
顏
を
擧
げ
る
。

『
ア
ノ
』
と
、
私
を
見
た
盃
を
隣
へ
逸
ら
し
て
、
『
志
田
さ
ん
と
仰
し
や
る
方

。
』

　
菊
池
君
は
、
兩
手
に
盃
を
持
つ
た
儘
、
志
田
君
を
見
て
一
寸
頭
を
下
げ
た
。

『
モ
一
つ
は
其
お
隣
の
、
…
…
…
…
橘
さ
ん
。
』
と
目
を
落
す
。

　
菊
池
君
は
私
に
は
叩
頭





を
し
て
、
滿
々
と
酌
を
享
け
た
が
、
此
擧
動





は
何
と

な
く
私
に
興
を
催
さ
せ
た
。

　
放
浪
漢









み
た
い
な
と
主
筆
が
云
つ
た
。
成
程
、
新
聞
記
者
社
會
に
は
先
づ
類

の
無
い
風
采
で
、
極
く
短
く
刈
り
込
ん
だ
頭
と
、
眞
黒
に
縮
れ
て
、
乳
の
邊
ま

で
延
び
た
頬
と
顋
の
鬚
が
、
皮
肉
家
に
見
せ
た
ら
、
顏
が
逆
さ
に
な
つ
て
居
る

と
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
二
十
年
も
着
古
し
た
樣
で
、
何
色
と
も
云
へ
な
く
な
つ

た
洋
服
の
釦
が
二
つ
迄
取
れ
て
居
て
、
窄
袴





の
膝
は
、
兩
方
共
、
不
手
際
に
丸

く
黒
羅
紗
の
つ﹅
ぎ﹅
が
當
て
て
あ
つ
た
。
剩
へ
洋
襪






も
足
袋
も
穿
い
て
居
ず
、
膝

を
攫
ん
だ
手
の
指
の
太
さ
は
、
よ
く
服
裝
と
釣
合
つ
て
、
放
浪
漢









か
、
土
方
の

親
分
か
、
何
れ
は
人
に
喜
ば
れ
る
種
類
の
人
間
に
見
え
な
か
つ
た
。
然
し
其
顏
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は
、
見
な
れ
る
と
、
鬚
で
脅
し
て
居
る
程
で
は
な
く
、
形
の
整
つ
た
鼻
、
澁
み

を
帶
び
て
威
の
あ
る
眼
、
眼
尻
に
優
し
い
情
が
罩



つ
て
、
口
の
結
び
は
少
し
く

顏
の
締
り
を
弛
め
て
居
る
け
れ
ど
、
若
し
此
人
に
立
派
な
洋
服
を
着
せ
た
ら
、

と
考
へ
て
、
私
は
不
意
に
、
河
野
廣
中
の
寫
眞
を
何
處
か
で
見
た
事
を
思
出
し

た
。

　
菊
池
君
か
ら
四
人
目
、
恰
度






私
と
向
合
つ
て
居
て
、
藝
妓
を
取
次
に
二
三
度

盃
の
献
酬
を
し
た
日
下
部
君
は
、
時
々
此
方
を
見
て
居
た
が
、
遂
々






盃
を
握
つ

て
立
つ
て
來
た
。
ガ
ッ
シ
リ
し
た
身
體
を
市
子
と
並
べ
て
坐
つ
て
不
作
法
に
四

邊
を
見
𢌞
し
た
が
、

『
高
い
聲
で
は
云
へ
ぬ
け
れ
ど
。
』
と
低
く
も
な
い
聲
で
云
つ
て
、

『
僕
も
新
參
者
だ
か
ら
、
新
し
く
來
た
人
で
無
い
と
味
方
に
な
れ
ん
樣
な
氣
が

す
る
。
』

『
私
の
顏
は
隨
分
古
い
け
れ
ど
、
今
夜
は
染
直
し
た
か
ら
新
し
く
な
つ
た
で
せ

う
。
』
と
、
志
田
君
は
、
首
か
ら
赤
銅
色
に
な
つ
た
醉
顏
を
突
出
し
て
笑
つ
た
。

　
市
子
は
、
仰
ぐ
樣
に
し
て
横
か
ら
日
下
部
君
の
顏
を
見
て
居
た
が
、

『
私
一
度
貴
方
に
お
目
に
か
か
つ
て
よ
、
ね
え
。
』

『
さ
う
か
、
僕
は
氣
が
附
か
な
か
つ
た
。
』

『
マ
ア
、
以
前






も
家



へ
入



し
つ
た
癖
に
、
…
…
…
…
薄
情
な
人
ね
、
此
方
は
。
』

と
云
つ
て
、
夢
見
る
樣
な
目
を
私
に
向
け
て
、
微
か
な
笑
ひ
を
含
む
。

『
橘
さ
ん
は
餘
り
飮

ら
ん
方
で
す
ね
。
』
と
云
つ
た
樣
な
機
會






か
ら
、
日
下
部

君
と
志
田
君
の
間
に
酒
の
論
が
湧
い
て
、
寢
酒
の
趣
味
は
飮
ん
で
る
時
よ
り
も

飮
ん
で
了
つ
て
か
ら
に
あ
る
、
但
し
こ
れ
は
獨
身
者
で
な
く
て
は
解
り
か
ね
る

心
持
だ
と
云
ふ
志
田
君
の
説
が
、
隨
分
と
立
入
つ
た
語
を
以
て
人
々
に
腹
を
抱

へ
さ
せ
た
。
日
下
部
君
は
朝
に
四
合
、
晩
に
四
合
飮
ま
な
く
て
は
仕
事
が
出
來

ぬ
と
い
ふ
大
酒
家
で
、
成
程
先
刻





か
ら
大
分
傾
け
て
る
に
不

拘







、
少
し
も
醉

つ
た
風
が
見
え
な
か
つ
た
が
、

『
僕
は
女
に
か
け
て
は
然
程





慾
の
無
い
方
だ
け
れ
ど
、
酒
と
な
つ
ち
や
然

う
は

行
か
ん
。
何
處
か
へ
、
一
寸
飮
み
に
行
つ
て
も
、
銚
子
を
握
つ
て
見
て
、
普
通

よ
り
太
い
と
滿
足
す
る
が
、
細
い
と
か
輕
い
と
か
す
る
と
、
モ
ウ
氣
を
惡
く
す

る
。
錢
の
無
い
時
は
殊
に
さ
う
だ
ね
。
』

『
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
。
』

と
突
然
大
き
な
笑
聲
が
し
た
の
で
、
人
々
は
皆
顏
を
あ
げ
た
。
そ
れ
は
菊
池
君

で
あ
つ
た
。

『
私
も
そ
れ
な
ら
ば
至
極
同
感
で
す
な
。
』

と
調
子
の
重
い
太
い
聲
。
手
は
矢
張
胡
坐





の
兩
膝
を
攫
ん
で
、
グ
ッ
と
反
返
つ

て
居
た
。

　
菊
池
君
は
ヤ
ヲ
ラ
立
ち
上
つ
て
、
盃
を
二
つ
持
つ
て
來
た
が
、
「
マ
ア
此
方

へ
來
給
へ
。
菊
池
君
。
」
と
云
ふ
西
山
社
長
の
聲
が
し
た
の
で
、
盃
を
私
と
志

田
君
に
返
し
た
儘
其
方
へ
行
つ
て
了
つ
た
。
西
山
は
何
時
し
か
向
う
の
隅
の
方

へ
行
つ
て
、
私
の
方
の
主
筆
と
、
「
札
幌
タ
イ
ム
ス
」
の
支
社
長
と
三
人
で
何

か
話
合
つ
て
居
た
。

　
座
敷
の
中
央
が
、
取
片
付
け
ら
れ
る
の
で
、
何
か
と
思
つ
た
ら
、
年
長
な
藝

妓
が
三
人
三
味
線
を
抱
へ
て
入
口
の
方
に
列
ん
だ
。
市
子
が
立
つ
て
踊
が
始
ま

る
。

「
香
に
迷
ふ
」
と
か
云
ふ
の
で
、
も
と
よ
り
端
物
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
濃
艶
な

唄
の
文
句
が
醉
ふ
た
心
を
そ
れ
と
な
く
唆





か
す
。
扇
の
銀
地
に
洋
燈





の
光
が
映

え
て
、
目
の
前
に
柔
か
な
風
を
匂
は
せ
る
袂
長
く
、
そ
ち
ら
向
け
ば
朱
の
雲
の

燃
ゆ
る
か
と
眩
し
き
帶
の
立
矢
の
字
、
裾
の
捌
き
が
青
疊
に
紅
の
波
を
打
つ
て
、

ト
ン
と
輕
き
拍
子
毎
に
、
チ
ラ
リ
と
見
え
る
足
袋
は
殊
更
白
か
つ
た
。
戀
に
泣

か
ぬ
女
の
眼
は
若
い
。
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踊
が
濟
ん
だ
時
、
一
番
先
に
「
巧
い
。
」
と
胴
間
聲
を
上
げ
て
、
菊
池
君
は

ま
た
人
の
目
を
引
い
た
。
「
實
に
巧
い
、
モ
一
つ
、
モ
一
つ
。
」
と
雀
躍






す
る

樣
に
し
て
云
つ
た
小
松
君
の
語
が
、
三
四
人
の
反
響
を
得
て
、
市
子
は
再
立
つ
。

　
此
度
の
は
、
「
權
兵
衞
が
種
蒔
け
や
烏
が
ほ
じ
く
る
。
」
と
か
云
ふ
、
頗
る

道
化
た
も
の
で
「
腰
付
が
う
ま
い
や
。
」
と
志
田
君
が
呟
い
て
居
た
が
、
私
は
、

「
若
し
藝
妓
の
演
藝
會
で
も
あ
つ
た
ら
此
妓
を
賞
め
て
書
い
て
や
ら
う
。
」
と

云
つ
た
樣
な
事
を
、
醉
う
た
頭
に
覺
束
な
く
考
へ
て
居
た
。

　
踊
の
濟
む
の
を
機
會
に
飯
が
出
た
。
食
ふ
人
も
食
は
ぬ
人
も
あ
つ
た
が
、
飯

が
濟
む
と
話
が
モ
ウ
勢



ん
で
來
な
い
。
歸
る
時
、
誰
や
ら
が
後
か
ら
外
套
を
被

け
て
呉
れ
た
樣
だ
つ
た
が
、
賑
や
か
に
送
り
出
さ
れ
て
、
戸

外

へ
出
る
と
、
菊

池
君
が
、
私
の
傍
へ
寄
つ
て
來
た
。

『
左
の
袂
、
左
の
袂
。
』

と
云
ふ
。
私
は
、
何
を
云
ふ
の
か
と
思
ひ
乍
ら
、
袂
に
手
を
入
れ
て
見
る
と
、

何
か
し
ら
柔
か
な
物
が
觸
つ
た
。
モ
ウ
五
六
間
も
門
口
の
瓦
斯
燈
か
ら
離
れ
て

よ
く
は
見
え
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
は
何
か
美
し
い
模
樣
の
あ
る
淡
紅
色









の
手
巾






で
あ
つ
た
。

『
ウ
ワ
ッ
ハ
ハ
ハ
。
』
と
大
き
な
聲
で
笑
つ
て
、
菊
池
君
は
大
跨
に
先
に
立
つ

て
行
つ
た
が
、
怎
や
ら
少
し
も
醉
つ
て
居
な
い
樣
に
見
え
た
。

　
休

坂







を
下
り
て
眞
砂
町
の
通
り
へ
出
た
時
は
、
主
筆
と
私
と
八
戸
君
と
三

人
限



に
な
つ
て
居
た
。
『
隨
分
贅
澤
な
會
を
行

り
ま
す
ね
え
。
』
と
私
が
云
ふ

と
、

『
ナ
ニ
あ
れ
で
も
一
人
一
圓
五
十
錢
位
な
も
ん
で
す
。
藝
者
は
何
の
料
理
屋
で

も
、
ロ
ハ
で
寄
附
さ
せ
ま
す
か
ら
。
』
と
主
筆
が
答
へ
た
。
私
は
何
だ
か
少
し

不
愉
快
な
感
じ
が
し
た
。

　
一
二
町
歩
い
て
か
ら
、

『
可
笑





な
奴
で
せ
う
、
君
。
』

と
主
筆
が
云
ふ
。
私
は
、
市
子
の
事
ぢ
や
な
い
か
と
、
一
寸
狼
狽





へ
た
が
、

『
誰
が
で
す
？
』

と
何
氣
な
く
云
ふ
と
、

『
菊
池
ツ
て
男
が
さ
。
』

『
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
。
』

と
私
は
高
く
笑
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
三

　
翌
日
は
日
曜
日
、
田
舍
の
新
聞
は
暢
氣





な
も
の
で
、
官
衙
や
學
校
と
同
じ
に

休
む
。
私
は
平
日





の
如
く
九
時
頃
に
眼
を
覺
し
た
。
恐
ろ
し
く
喉
が
渇



い
て
居

る
の
で
、
頭
を
擡
げ
て
見
𢌞
し
た
が
、
下
に
持
つ
て
行
つ
た
と
見
え
て
鐵
瓶
が

無
い
。
用
の
無
い
の
に
起
き
る
の
も
詰
ら
ず
、
寒
さ
は
寒
し
、
さ
れ
ば
と
云
つ

て
床
の
中
で
手
を
拍
つ
て
、
女
中
を
呼
ぶ
の
も
變
だ
と
思
つ
て
、
ま
た
仰
向
に

な
つ
た
。
幸
ひ
其
處
へ
醜

女







の
芳
ち
や
ん
が
、
新
聞
を
持
つ
て
入
つ
て
來
た

の
で
、
知
つ
て
る
癖
に
『
モ
ウ
何
時
だ
い
』
と
聞
く
と
、

『
ま
だ
早
い
か
ら
寢
て
居
な
さ
れ
よ
、
今
日
は
日
曜
だ
も
の
。
』

と
云
つ
て
出
て
行
く
。

『
オ
イ
〳
〵
、
喉
が
渇
い
て
仕
樣
が
無
い
よ
。
』

『
そ
で
す
か
。
』

『
そ
で
す
か
ぢ
や
な
い
。
眞





に
渇
く
ん
だ
よ
、
昨
晩





少
し
飮
ん
で
來
た
か
ら
な

。
』

『
少
し
な
も
ん
で
す
か
。
』

と
云
つ
た
が
、
急
に
ニ
ヤ
〳
〵
と
笑
つ
て
立
戻
つ
て
來
て
、
私
の
枕
頭
に
膝
を
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つ
く
。
ま
た
戯



れ
る
な
と
思
ふ
と
、
不
恰
好
な
赤
い
手
で
蒲
團
の
襟
を
敲
い
て
、

『
私
に
一
生






の
お
願
ひ
が
あ
る
で
、
貴
君





聽
い
て
呉
れ
ま
す
か
？
』

『
何
だ
い
？
』

『
マ
ア
さ
。
』

『
お
湯
を
持
つ
て
來
て
呉
れ
た
ら
、
聽
い
て
や
ら
ん
事
も
な
い
。
』

『
持
つ
て
來
て
や
る
で
。
あ
の
ね
、
』
と
笑
つ
た
が
『
貴
方
好

え
物
持
つ
て
る

だ
ね
。
』

『
何
を
さ
？
』

『
白
ッ
ぱ
く
れ
て
も
駄
目
で
す
よ
。
貴
方
の
顏
さ
書
い
て
る
だ
に
、
半
可
臭







え

。
』

『
喉
が
渇
い
た
と
か
？
』

『
戯
談
ば
止
し
な
さ
れ
。
こ
れ
、
そ
ん
だ
ら
何
で
す
か
。
』
と
手
を
延
べ
て
、

机
の
上
か
ら
何
か
取
る
樣
子
。
そ
れ
は
昨
晩
の
淡
紅
色









の
手
巾






で
あ
つ
た
。
市

子
が
種
蒔
を
踊
つ
た
時
の
腰
付
が
、
チ
ラ
リ
と
私
の
心
に
浮
ぶ
。

『
嗅
ん
で
見
さ
い
な
、
こ
れ
。
』
と
云
つ
て
自
分
で
嗅
い
で
居
た
が
、
小
さ
い

鼻
が
ぴ
こ
づ
い
て
、
目
が
恍
惚






と
細
く
な
る
。
恁
※





好
い
香
を
知
ら
な
い
ん
だ

な
と
思
つ
て
、
私
は
何
だ
か
氣
の
毒
な
樣
な
氣
持
に
な
つ
た
が
、
不
意
と
「
左

の
袂
、
左
の
袂
」
と
云
つ
た
菊
池
君
を
思
出
し
た
。

『
私



貰
つ
て
く
だ
よ
、
こ
れ
。
』
と
云
ふ
語
は
、
滿
更
揶
揄





ふ
つ
も
り
で
も
無

い
ら
し
い
。

『
や
る
よ
。
』

『
本
當
が
ね
。
』
と
目
を
輝
か
し
て
、
懷
に
捻
じ
込
む
眞
似
を
し
た
が
、

『
貴
方
が
泣
く
べ
さ
。
』
と
云
つ
て
、
フ
ワ
リ
と
手
巾






を
私
の
顏
に
か
け
た
儘
、

バ
タ
〳
〵
出
て
行
つ
た
。

　
目
を
瞑
る
と
、
好
い
香
の
す
る
葩




の

中
に
魂
が
包
ま
れ
た
樣
で
、
自
分
の
呼

氣

が
温
か
な
靄
の
樣
に
顏
を
撫
で
る
。
※
乎





と
し
て
目
を
開
く
と
、
無
際
限
の

世
界
が
唯
モ
ウ
薄
光
の
射
し
た
淡
紅
色









の
世
界
で
、
凝
と
し
て
居
る
と
遙
か
遙

か
向
う
に
ポ
ッ
チ
リ
と
黒
い
點
、
千
里
の
空
に
鷲
が
一
羽
、
と
思
ふ
と
、
段
々

近
づ
い
て
來
て
、
大
き
く
な
つ
て
、
世
界
を
掩
ひ
隱
す
樣
な
翼
が
、
目
の
前
に

來
て
パ
ッ
ト
消
え
た
。
今
度
は
楕
圓
形
な
翳



が
横
合
か
ら
出
て
來
て
、
煙
の
樣

に
、
動
い
て
、
も
と
來
た
横
へ
逸

れ
て
了
ふ
。
ト
、
淡
紅
色









の
襖
が
ス
イ
と
開

い
て
、
眞
黒
な
鬚
面
の
菊
池
君
が
…
…

　
足
音
が
し
た
の
で
、
急
い
で
手
を
出
し
て
手
巾






を
顏
か
ら
蒲
團
の
中
へ
隱
す
。

入
つ
て
來
た
の
は
小
い
方
の
女
中
で
、
鐵
瓶
と
茶
器
を
私
の
手
の
屆
く
所
へ
揃

へ
て
、
出
て
行
く
時
一
寸
立
止
つ
て
枕
頭
を
見
𢌞
し
た
。
芳
の
奴
が
喋





つ
た
な

と
感
付
く
。
怎
し
た
も
の
か
、
既



茶
を
入
れ
て
飮
ま
う
と
云
ふ
氣
も
し
な
い
。

　
昨
晩





の
事
が
歴
々






と
思
出
さ
れ
た
。
女
中
が
襖
を
開
け
て
鬚
面
の
菊
池
君
が

初
め
て
顏
を
出
し
た
時
の
態



が
目
に
浮
ぶ
。
巖
の
樣
な
日
下
部
君
と
芍
藥
の
樣

な
市
子
の
列
ん
で
坐
つ
た
態
、
今
夜
は
染
直
し
た
か
ら
新
し
く
な
つ
た
で
せ
う

と
云
つ
て
、
ヌ
ッ
ト
突
出
し
た
志
田
君
の
顏
、
色
の
淺
黒
い
貧
相
な
一
人
の
藝

妓
が
、
モ
一
人
の
袖
を
牽
い
て
、
私
の
前
に
坐
つ
て
居
る
市
子
の
方
を
顋
で
指

し
乍
ら
、
何
か
密
々






話
し
合
つ
て
笑
つ
た
事
、
菊
池
君
が
盃
を
持
つ
て
立
つ
て

來
て
、
西
山
か
ら
聲
を
か
け
ら
れ
た
時
、
怎
や
ら
私
達
の
所
に
坐
り
た
さ
う
に

見
え
た
事
、
雀
躍






す
る
樣
に
身
體
を
搖
が
し
て
、
踊
を
モ
一
つ
所
望
し
た
小
松

君
の
横
顏
、
…
…
そ
れ
か
ら
、
市
子
の
顏
を
明
瞭






描
い
て
見
た
い
と
云
ふ
樣
な

氣
が
し
て
、
折
角
努
め
て
見
た
が
、
怎
し
て
か
浮
ん
で
來
な
い
。
今
度
は
、
甚

※


氣
が
し
て
ア
ノ
手
巾






を
私
の
袂
に
入
れ
た
の
だ
ら
う
と
考
へ
て
見
た
が
、
否
、

不
圖
す
る
と
、
ア
レ
は
市
子
で
な
く
て
、
名
は
忘
れ
た
が
、
ソ
レ
、
ア
ノ
何
と

か
云
つ
た
、
色
の
淺
黒
い
貧
相
な
奴
が
、
入
れ
た
ん
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
氣
が

し
た
。
が
、
こ
れ
に
は
自
分
な
が
ら
直
ぐ
可
笑





く
な
つ
て
了
つ
て
、
又
し
て
も
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「
左
の
袂
、
左
の
袂
」
を
思
ひ
出
す
。
…
…

「
ウ
ワ
ッ
ハ
ハ
」
と
高
く
笑
つ
て
、
薄
く
雪
明
の
し
た
小
路
を
、
大
跨
に
歩
き

去
つ
た
。
　
　
其
後
姿
が
目
に
浮
ぶ
と
、
（
此
朝
私
の
頭
腦
は
餘
程
空
想
的
に

な
つ
て
居
た
の
で
、
）
種
々






な
事
が
考
へ
ら
れ
た
。

　
大
跨
に
、
然

う
だ
、
菊
池
君
は
普
通
の
足
調






で
な
く
、
屹
度
大
跨
に
歩
く
人

だ
。
無
雜
作
に
大
跨
に
歩
く
人
だ
。
大
跨
に
歩
く
か
ら
、
時
と
し
て
ド
ブ
リ
と

泥
濘






へ
入
る
、
石
に
躓





く
、
眞
暗
な
晩
に
は
溝
に
も
落



こ
ち
る
、
若
し
か
し
て

溝
が
身
長
よ
り
も
深
い
と
な
る
と
、
ア
ノ
人
の
事
だ
か
ら
、
其
溝
の
中
を
大
跨

に
歩
く
か
も
知
れ
な
い
。

「
溝
の
中
を
歩
く
人
、
」
と
口
の
中
で
云
つ
て
、
私
は
思
は
ず
微
笑
し
た
。
そ

れ
に
違
ひ
な
い
、
ア
ノ
洋
服
の
色
は
、
饐

え
た
、
腐
つ
た
、
溝
の
中
の
汚
水
の

臭
氣
で
那
※





に
變
色
し
た
の
だ
。
手
！
　
ア
ノ
節
く
れ
立
つ
た
、
恐
ろ
し
い
手

も
、
溝
の
中
を
歩
い
た
證
據
だ
。
激
し
い
勞
働
の
痛
苦
が
、
手
の
指
の
節
々
に

刻
ま
れ
て
居
る
。
「
痛
苦
の
…
…
生
　
活
　
の
溝
、
」
と
、
再



口
の
中
で
云
つ

て
見
た
が
、
此
語
は
、
吾
乍
ら
鋭
い
錐
で
胸
を
も
む
樣
な
連
想
を
起
し
た
の
で
、

狼
狽





へ
て
「
人
生
の
裏
路
を
辿
る
人
。
」
と
直
す
。

　
何
に
し
て
も
菊
池
君
は
失
敗
を
重
ね
て
來
た
人
だ
、
と
、
勝
手
に
斷
定
し
て
、

今
度
は
、
ア
ノ
指
が
確
か
に
私
の
二
本
前
太
い
と
思
つ
た
。
で
、
小
兒
み
た
い

に
、
密
と
自
分
の
指
を
蒲
團
の
中
か
ら
出
し
て
見
た
が
、
菊
池
君
は
力
が
強
さ

う
だ
と
考
へ
る
。
ト
、
私
は
直
ぐ
其
喧
嘩
の
對
手
を
西
山
社
長
に
し
た
。
何
と

云
ふ
譯
も
な
い
が
、
西
山
の
厭
な
態
度
と
、
眼
鏡
越
の
狐
疑






深
い
目
付
き
と
が
、

怎
し
て
も
菊
池
君
と
調
和
し
な
い
樣
な
氣
が
す
る
の
で
。
　
　
西
山
が
馬
鹿
に

社
長
風
を
吹
か
し
て
威
張
る
の
を
、
「
毎
日
」
の
記
者
共
が
、
皆
蔭
で
惡
く
云

つ
て
居
乍
ら
、
面
と
向
つ
て
は
ペ
コ
ペ
コ
頭
を
下
げ
る
。
菊
池
が
そ
れ
を
憤
慨

し
て
、
入
社
し
た
三
日
目
に
突
然
、
社
長
の
頬
片






を
擲
る
。
社
長
は
蹣
跚






と
行

つ
て
椅
子
に
倒
れ
懸
り
な
が
ら
、
「
何
を
す
る
ツ
」
と
云
ふ
。
其
頭
に
ポ
カ
ポ

カ
と
拳
骨
が
飛
ぶ
、
社
長
は
卓
子






の
下
を
這
つ
て
向
う
へ
拔
け
て
拔
萃






に
使
ふ

鋏
を
逆
手
に
握
つ
て
眞
蒼
な
顏
を
し
て
、
「
發
狂
し
た
か
？
」
と
顫
聲
で
叫
ぶ
。

菊
池
君
は
兩
手
を
上
衣
の
衣
嚢






に
突
込
ん
で
、
「
馬
鹿
な
男
だ
喃
。
」
と
吃
る

樣
に
云
ひ
乍
ら
、
悠
々
と
「
毎
日
」
を
去
る
。
そ
し
て
其
足
で
直
ぐ
私
の
所
へ

來
て
、
「
日
報
」
に
入
れ
て
呉
れ
な
い
か
と
頼
む
。
　
　
思
は
ず
聲
を
立
て
て

私
は
笑
つ
た
。

　
が
、
此
妄
想
か
ら
、
私
の
頭
腦
に
描
か
れ
て
居
る
菊
池
君
が
、
怎



や
ら
、
ア

ノ
鬚
で
、
權
力
の
壓
迫
を
春
風
と
共
に
受
流






す
と
云
つ
た
樣
な
、
氣
概
が
あ
つ

て
、
義
に
堅
い
、
豪
傑
肌
の
、
支
那
的
色
彩
を
帶
び
て
現
れ
た
。
私
は
、
小
い

時
に
讀
ん
だ
三
國
史
中
の
人
物
を
、
そ
れ
か
、
こ
れ
か
と
、
此
菊
池
君
に
當
嵌





め
よ
う
と
し
た
が
、
不
圖
、
「
馬
賊
の
首
領
に
恁
※





男
は
居
な
い
だ
ら
う
か
。
」

と
云
ふ
氣
が
し
た
。

　
馬
賊
…
…
滿
州
…
…
と
云
ふ
考
へ
は
、
直
ぐ
「
遠
い
」
と
云
ふ
感
じ
を
起
し

た
。
ト
、
女
中
が
不
意
に
襖
を
開
け
て
、
ア
ノ
鬚
面
が
初
め
て
現
れ
た
時
は
、

菊
池
は
何
處
か
遠
い
所
か
ら
來
た
の
ぢ
や
無
か
つ
た
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
考

が
直
ぐ
移
る
。

　
昨
晩





の
座
敷
の
樣
子
が
、
再



鮮
か
に
私
の
目
に
浮
ん
だ
。
然
う
だ
、
菊
池
君

の
住
ん
で
居
る
世
界
と
、
私
達
の
住
ん
で
居
る
世
界
と
の
間
に
は
、
餘
程
の
間

隔
が
あ
る
。
「
ウ
ワ
ッ
ハ
ハ
。
」
と
笑
つ
た
り
、
「
私
も
そ
れ
な
ら
至
極
同
感

で
す
な
。
」
と
云
つ
た
り
、
立
つ
て
盃
を
持
つ
て
來
た
り
す
る
時
は
、
ア
ノ
人

が
自
分
の
世
界
か
ら
態
々
出
掛
け
て
來
て
、
私
達
の
世
界
へ
一
寸
入
れ
て
貰
は

う
と
す
る
の
だ
が
、
生
憎
唯
人
の
目
を
向
け
さ
せ
る
だ
け
で
、
一
向
效
力





が
無

い
。
菊
池
君
は
矢
張
、
唯
一
人
自
分
の
世
界
に
居
て
、
胡
坐





を
か
い
た
膝
頭
を
、

兩
手
で
攫
ん
で
、
凝

然

と
し
て
居
る
人
だ
。
…
…
…
…
…
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ト
、
今
度
は
、
菊
池
君
の
顏
を
嘗
て
何
處
か
で
見
た
事
が
あ
る
樣
な
氣
が
し

た
。
確
か
に
見
た
と
、
誰
や
ら
耳
の
中
で
囁
く
。
盛
岡
　
　
の
近
所
で
私
は
生

れ
た
　
　
の
、
内
丸
の
大

逵







が
パ
ッ
と
目
に
浮
ぶ
。
中
學
の
門
と
斜
に
向
ひ

合
つ
て
、
一
軒
の
理
髮
床
が
あ
つ
た
が
、
其
前
で
何
日
か
し
ら
菊
池
君
を
見
た

…
…
否
、
ア
レ
は
市
役
所
の
兵
事
係
と
か
云
ふ
、
同
じ
級





の
友
人
の
お
父

親

の

鬚
だ
つ
た
と
氣
が
つ
く
。
其
頃
私
の
姉
の
家
で
は
下
宿
屋
を
し
て
居
た
が
、
其

家
に
泊
つ
て
居
た
鬚
…
…
違
ふ
、
ア
ノ
鬚
な
ら
氣
仙





郡
か
ら
來
た
大
工
だ
と
云

つ
て
、
二
ヶ
月
も
遊
ん
で
喰
逃
し
て
北
海
道
へ
來
た
筈
だ
。
ト
、
以
前
私
の
居

た
小
樽
の
新
聞
社
の
、
盛
岡
生
れ
だ
と
云
つ
た
職
工
長
の
立
派
な
髭
が
腦





に
浮

ぶ
。
若
し
か
す
る
と
、
菊
池
君
は
何
時
か
私
の
生
れ
た
村
の
、
ア
ノ
白
澤
屋
と

か
云
ふ
木
賃
宿
の
縁
側
に
、
胡
坐





を
か
い
て
居
た
事
が
な
か
つ
た
ら
う
か
と
考

へ
た
が
、
こ
れ
も
甚
だ
不
正
確
な
の
で
、
ハ
テ
、
何
處
だ
つ
た
か
と
、
氣
が
少

し
苛
々






し
て
來
て
、
東
京
ぢ
や
な
か
つ
た
ら
う
か
と
、
無
理
な
方
へ
飛
ぶ
。
東

京
と
言
へ
ば
、
直
ぐ
須
田
町
　
　
東
京
中
の
電
車
と
人
が
四
方
か
ら
崩
れ
る
樣

に
集
つ
て
來
る
須
田
町
を
頭
腦
に
描
く
が
、
ア
ノ
雜
沓
の
中
で
、
菊
池
君
が
電

車
か
ら
降
り
る
…
…
否
、
乘
る
所
を
、
私
は
餘
程
遠
く
か
ら
チ
ラ
リ
と
後
姿
を

…
…
無
理
だ
、
無
理
だ
、
電
車
と
菊
池
君
を
密
接





け
る
の
は
無
理
だ
。
…
…

『
モ
ウ
起
き
な
さ
い
よ
、
十
一
時
が
打

つ
た
か
ら
。
那
※





に
寢
て
て
、
貴
方
何

考
へ
て
る
だ
べ
さ
。
』

と
、
取
つ
て
投
げ
る
樣
な
、
癇
高
い
聲
で
云
つ
て
、
お
芳
が
入
つ
て
來
た
。
ハ

ッ
と
す
る
と
、
血
が
頭
か
ら
ス
ー
ッ
と
下
つ
て
行
く
樣
な
、
夢
か
ら
覺
め
た
樣

な
氣
が
し
て
、
返
事
も
せ
ず
、
眞
面
目
な
顏
を
し
て
默
つ
て
居
る
と
、
お
芳
も

存
外
眞
面
目
な
顏
を
し
て
、
十
能
の
火
を
火
鉢
に
移
す
。
指
の
太
い
、
皹



だ
ら

け
の
、
赤
黒
い
不
恰
好
な
手
が
、
忙
が
し
さ
う
に
、
細
い
眞
鍮
の
火
箸
を
動
す
。

手
巾






を
欲
し
が
つ
て
る
癖
に
…
…
と
考
へ
る
と
、
私
は
其
手
巾
を
蒲
團
の
中
で
、

胸
の
上
に
シ
ッ
カ
リ
握
つ
て
る
事
に
氣
が
つ
い
た
。
ト
、
急
に
之
を
お
芳
に
呉

れ
る
の
が
惜
し
く
な
つ
て
來
た
の
で
、
對
手
に
そ
れ
を
云
ひ
出
す
機
會
を
與
へ

ま
い
と
、
寢
返
り
を
打
た
う
と
し
た
が
、
怎
し
た
も
の
か
、
此
瞬
間
に
、
お
芳

の
目
元
が
菊
池
に
酷



似
て
る
と
思
つ
た
。
不
思
議
だ
ナ
と
考
へ
て
、
半
分
𢌞
し

か
け
た
頭
を
一
寸
戻
し
て
、
再



お
芳
の
目
を
見
た
が
、
モ
ウ
似
て
居
な
い
。
似

て
居
る
筈
が
無
い
サ
と
胸
の
中
で
云
つ
て
、
思
ひ
切
つ
て
寢
返
り
を
打
つ
。

『
私
の
顏
な
ど
見
た
く
も
な
か
べ
さ
。
ね
え
、
橘
さ
ん
。
』

『
何
を
云
ふ
ん
だ
い
。
』

と
私
は
何
氣
な
く
云
つ
た
が
、
ハ
ハ
ア
、
此
女
が
、
存
外
眞
面
目
な
顏
を
し
て

る
哩



と
思
つ
た
の
は
、
ヤ
レ
〳
〵
、
こ
れ
で
も
一
種
の
姿

態

を
作
つ
て
見
せ
る

積
り
だ
つ
た
か
と
氣
が
附
く
と
、
私
は
吹
出
し
た
く
な
つ
て
來
た
。

『
フ
ン
』

と
お
芳
が
云
ふ
。

　
私
は
、
顏
を
伏
臥





す
位
に
し
て
、
呼

吸

を
殺
し
て
笑
つ
て
居
る
と
、
お
芳
は

火
を
移
し
て
了
つ
て
、
炭
を
つ
い
で
、
雜
巾
で
火
鉢
の
縁
を
拭
い
て
い
る
樣
だ

つ
た
が
、
軈
て
鐵
瓶
の
蓋
を
取
つ
て
見
る
樣
な
音
が
す
る
、
茶
器
に
觸
る
音
が

す
る
。

『
喉
が
渇
い
て
渇
い
て
、
死
に
そ
だ
て
か
ら
に
、
湯
は
飮
ま
ね
え
で
何
考





え
て

る
だ
か
な
。
』

と
、
獨

語







の
樣
に
云
つ
て
、
出
て
行
つ
て
了
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
四

　
社
長
の
大
川
氏
も
、
理
事
の
須
藤
氏
も
、
平
生
「
毎
日
」
の
如
き
は
眼
中
に

無
い
樣
な
事
を
云
つ
て
居
て
、
私
が
初
め
て
着
い
た
時
も
、
喜
見





と
か
云
ふ
、
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土
地
で
一
番
の
料
理
屋
に
伴

れ
て
行
か
れ
て
、
「
毎
日
」
が
例
令





甚
※





事
で
此

方
に
戈



を
向
け
る
に
し
て
も
、
自
體





對
手
に
せ
ぬ
と
云
つ
た
樣
な
態
度
で
、
唯

君
自
身
の
思
ふ
通
り
に
新
聞
を
拵
へ
て
呉
れ
れ
ば
可
い
。
「
日
報
」
の
如
く
既

に
確
實
な
基
礎
を
作
つ
た
新
聞
は
、
何
も
其
日
暮
し
の
心
配
を
す
る
に
は
當
ら

ぬ
と
云
ふ
意
味
の
事
を
懇
々
と
説
き
聞
か
さ
れ
た
。
高
木
主
筆
は
少
し
之
と
違

つ
て
居
て
、
流
石
は
創
業
の
日
か
ら
七
年
の
間
、
「
日
報
」
と
運
命
を
共
に
し

て
來
て
、
（
初
め
は
唯
一
人
で
外
交
も
編
輯
も
校
正
も
、
時
と
し
て
は
發
送
ま

で
や
つ
た
も
の
だ
さ
う
だ
が
、
）
毎
日
々
々
土
地
の
生
き
た
事
件
を
取
扱
つ
て

來
た
人
だ
け
、
其
説
に
は
充
分
の
根
據
が
あ
つ
た
。
主
筆
は
、
北
海
道
の
都
府
、

殊
に
も
此
釧
路
の
發
達
の
急
激
な
事
に
非
常
の
興
味
を
も
つ
て
居
て
、
今
で
こ

そ
人
口
も
一
萬
五
千
に
滿
た
ぬ
け
れ
ど
、
半
年
程
前
に
此
處
と
函
館
と
を
繋
い

だ
北
海
道
鐵
道
の
全
通
し
て
以
來
、
貨
物
の
集
散
高
、
人
口
の
増
加
率
、
皆
月

毎
に
上
つ
て
來
て
居
る
し
、
殊
に
中
央
の
政
界
ま
で
も
騷
が
し
て
居
る
大
規
模

の
築
港
計
畫
も
、
一
兩
年
中
に
は
着
手
さ
れ
る
事
で
あ
ら
う
し
、
池
田
驛
か
ら

分
岐
す
る
網
走






線
鐵
道
の
竣
工
し
た
曉
に
は
釧
路
、
十
勝
、
北
見
三
國
の
呑
吐

港
と
な
り
、
單
に
地
理
的
事
情
か
ら
許
り
で
な
く
、
全
道
に
及
ぼ
す
經
濟
的
勢

力
の
上
で
も
釧
路
が
「
東
海
岸
の
小
樽
」
と
な
る
日
が
、
決
し
て
遠
い
事
で
無

い
と
信
じ
て
居
た
。
さ
れ
ば
、
此
釧
路
を
何
日
ま
で
「
日
報
」
一
つ
で
獨
占
し

よ
う
と
す
る
の
は
無
理
な
事
で
、
其
爲
に
は
、
却
つ
て
「
毎
日
」
の
如
き
無
勢

力
な
新
聞
を
、
生
さ
ず
殺
さ
ず
し
て
置
く
方
が
、
「
日
報
」
の
爲
に
恐
る
べ
き

敵
の
崛
起





す
る
の
を
妨
げ
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
此
人
の
對
「
毎

日
」
觀
で
あ
つ
た
。

　
に
も
不

拘







、
此
三
人
の
人
は
、
怎
し
た
も
の
か
、
何
か
事
の
あ
る
毎
に
、

「
毎
日
」
の
行
動
に
就
い
て
少
か
ら
ず
神
經
過
敏
な
態
度
を
見
せ
て
、
或
時
の

如
き
は
、
須
藤
氏
が
主
と
し
て
關
係
し
て
居
る
漁
業
團
體
に
、
内
訌
が
起
つ
た

と
か
起
り
さ
う
だ
と
か
云
ふ
事
を
、
「
毎
日
」
子
が
何
か
の
序
に
仄
め
か
し
た

時
、
大
川
氏
と
須
藤
氏
が
平

生

に
な
く
朝
早
く
社
に
や
つ
て
來
て
、
主
筆
と
三

人
應
接
室
で
半
時
間
も
密
議
し
て
か
ら
、
大
川
社
長
が
自
分
で
筆
を
執
つ
て
、

「
毎
日
」
と
或
關
係
が
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
私
立
銀
行
の
内
幕
を
剔



つ
た
記

事
を
書
い
た
。

　
が
、
私
が
追
々
と
土
地
の
事
情
が
解
つ
て
來
る
に
隨

れ
て
、
此
神
經
過
敏
の

理
由
も
讀
め
て
來
た
。
ト
云
ふ
の
は
、
大
川
氏
が
土
地
の
人
望
を
一
身
に
背
負

つ
て
立
つ
た
人
で
、
現
に
町
民
に
推

さ
れ
て
、
（
或
は
推

さ
せ
て
、
）
道
會
議

員
に
も
な
つ
て
居
る
け
れ
ど
、
町
が
發
達
し
膨
脹
す
る
と
共
に
種
々
な
分
子
が

入
交





ん
で
來
て
、
何
と
い
ふ
理
由
な
し
に
新
し
い
人
を
欲
す
る
希
望
が
、
町
民

の
頭
腦
に
起
つ
て
來
た
。
「
毎
日
」
の
西
山
社
長
は
、
正
に
此
新
潮
に
棹





し
て

彼
岸
に
達
し
よ
う
と
焦

慮

つ
て
居
る
人
な
の
で
、
彼
自
身
は
、
其
半
生
に
種
々

な
黒
い
影
を
伴
つ
て
居
る
所
か
ら
、
殆
ど
町
民
に
信
じ
ら
れ
て
居
ぬ
け
れ
ど
、

長
い
間
大
川
氏
と
「
日
報
」
の
爲
に
少
か
ら
ぬ
犧
牲
を
拂
は
さ
れ
て
來
て
、
何

と
い
ふ
理
由
な
し
に
新
し
い
人
を
望
む
樣
に
な
つ
た
一
部
の
勢
力
家
、
　
　
そ

れ
自
身
も
多
少
の
野
心
を
も
た
ぬ
で
も
な
い
人
々
が
、
表
面
に
は
出
さ
ぬ
け
れ

ど
自
然
西
山
を
援
け
る
樣
に
な
つ
て
來
た
。
私
が
大
分
苦
心
し
て
集
め
た
材
料

か
ら
、
念
の
爲
に
作
つ
て
見
た
勢
力
統
計
に
よ
る
と
、
前
の
代
議
士
選
擧
に
八

分
を
占
め
て
居
た
大
川
氏
の
勢
力
は
、
近
く
二
三
ヶ
月
後
に
來
る
べ
き
改
選
期

に
於
て
、
怎



し
て
も
六
分
、
　
　
未
知
數
を
味
方
に
加
算
し
て
、
六
分
五
厘
位

迄
に
墮

ち
て
居
た
。
大
川
氏
は
前
に
は
其
得
點
全
部
を
期
日
間
際
に
な
つ
て
或

る
政
友
に
譲
つ
た
が
、
今
度
は
自
身
で
立
つ
積
り
で
居
る
。
最
も
、
殘
餘
の
反

對
者
と
云
つ
て
も
、
こ
れ
と
云
ふ
統
率
者
が
あ
る
譯
で
無
い
か
ら
、
金
次
第
で

怎


で
も
な
る
の
だ
が
。

　
で
、
「
毎
日
」
は
、
社
そ
れ
自
身
の
信
用
が
無
く
、
隨
つ
て
社
員
一
個
々
々
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に
於
て
も
、
譬
へ
ば
料
理
屋
へ
行
つ
て
勘
定
を
月
末
ま
で
待
た
せ
る
に
し
て
も
、

餘
程
巧
み
に
談
判
し
な
け
れ
ば
拒



ま
れ
る
と
云
つ
た
調
子
で
、
紙
數
も
唯
八
百

し
か
出
て
居
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
能

く
續
け
て
行
く
。
「
毎
日
」
が
先
月

紙
店
の
拂
ひ
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
、
今
日
か
ら
其
日
々
々
に
一
連
宛
買
ふ
さ

う
だ
と
か
、
職
工
が
一
日






に
な
つ
て
も
給
料
を
拂
は
れ
ぬ
の
で
、
活

字

函

を
轉



覆





し
て
家
へ
歸
つ
た
さ
う
だ
と
か
云
ふ
噂
が
、
一
度
や
二
度
で
な
く
私
等
の

耳
に
入
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
一
日
と
し
て
新
聞
を
休
ん
だ
事
が
な
い
。
唯
八

百
の
讀
者
で
は
、
い
く
ら
田
舍
新
聞
で
も
維
持
し
て
行
け
る
も
の
で
な
い
の
に
、

不
思
議
な
事
に
は
、
職
工
の
數
だ
つ
て
敢
て
「
日
報
」
よ
り
少
い
事
も
な
く
、

記
者
も
五
人
居
た
所
へ
、
ま
た
一
人
菊
池
を
入
れ
た
。
私
の
方
は
千
二
百
刷

つ

て
居
て
、
外
に
官
衙
や
銀
行
會
社
な
ど
の
印
刷
物
を
一
手
に
引
受
け
て
や
つ
て

居
る
の
で
、
少
し
宛
積
立
の
出
來
る
月
も
あ
る
と
、
目
の
凹
ん
だ
謹
直
家







の
事

務
長
が
話
し
て
居
た
が
。
…
…

　
私
は
、
這
※





事
情
が
解
る
と
共
に
、
ス
ッ
カ
リ
紙
面
の
體
裁
を
變
へ
た
。

「
毎
日
」
の
遣

り
方
は
、
喇
叭
節







を
懸
賞
で
募
集
し
た
り
、
藝
妓
評
判
記
を
募

つ
た
り
、
頻
り
に
俗
受
の
好
い
様
に
と
焦

慮

つ
て
る
の
で
、
初
め
私
も
其
向
う

を
張
ら
う
か
と
持
出
し
た
の
を
、
主
筆
初
め
社
長
ま
で
が
不
賛
成
で
、
出
來
る

だ
け
清
潔
な
、
大
人
ら
し
い
態
度
で
遣
れ
と
云
ふ
か
ら
、
其
積
り
で
、
記
事
な

ど
も
餘
程
手
加
減
し
て
居
た
の
だ
が
、
此
頃
か
ら
急
に
手
を
變
へ
て
、
さ
う
で

も
な
い
事
に
迄
「
報
知
」
式
に
ド
ン
〳
〵
二
號
活
字
を
使
つ
た
り
、
或
る
酒
屋

の
隱
居
が
下
女
を
孕



ま
せ
た
事
を
、
雅
俗
折
衷
で
面
白
可
笑
し
く
三
日
も
連
載





物
に
し
た
り
、
粹
界
の
材
料
を
毎
日
絶
や
さ
ぬ
樣
に
し
た
。
詰
り
、
「
毎
日
」

が
一
生
懸
命
心
懸
け
て
居
て
も
、
筆
の
立
つ
人
が
無
か
つ
た
り
、
外
交
費
が
無

か
つ
た
り
し
て
、
及
び
か
ね
て
居
た
所
を
、
私
が
幸
ひ
獨
身
者
に
は
少
し
餘
る

位
收
入





が
あ
る
の
で
、
先
方
の
路
を
乘
越





し
て
先
へ
出
て
見
た
の
だ
。
最
初
三

面
主
任
と
云
ふ
事
で
あ
つ
た
の
を
、
主
筆
が
種
々
と
土
地
の
事
業
に
關
係
し
て

居
て
忙
し
い
の
と
、
一
つ
に
は
全



七
年
間
同
じ
事
許
り
や
つ
て
來
て
、
厭
き
が

來
て
る
所
か
ら
、
私
が
毎
日
總
編
輯
を
や
つ
て
居
た
の
で
。

　
土
地
が
狹
い
だ
け
に
反
響
が
早
い
。
爲

る
事
成
す
事
直
ぐ
目
に
附
く
、
私
が

編
輯
の
方
針
を
改
め
て
か
ら
、
間
も
な
く
「
日
報
」
の
評
判
が
急
に
よ
く
な
つ

て
來
た
。

　
恁

う
な
る
と
滑
稽






も
の
で
、
さ
ら
で
だ
に
私
は
編
輯
局
で
一
番
年
が
若
い
の

に
、
人
一
倍
大
事
が
ら
れ
て
居
た
の
を
、
同
僚
に
對
し
て
氣
耻
か
し
い
位
、
社

長
や
理
事
の
態
度
が
變
つ
て
來
る
。
そ
れ
許
り
で
は
な
い
、
須
藤
氏
が
何
か
の

用
で
二
日
許
り
札
幌
に
行
つ
た
時
、
私
に
銀
側
時
計
を
買
つ
て
來
て
呉
れ
た
。

其
三
日
目
の
日
曜
に
、
大
川
氏
の
夫
人






が
訪
ね
て
來
た
と
い
ふ
の
で
吃
驚






し
て

起
き
る
と
、
「
宅
に
穿

か
せ
る
積
り
で
仕
立
さ
し
た
け
れ
ど
、
少
し
短
い
か
ら

。
」
と
云
つ
て
、
新
し
い
仙
臺
平
の
袴
を
態
々
持
つ
て
來
て
呉
れ
た
。

　
袴
と
時
計
に
慢
心
を
起
し
た
譯
で
は
な
い
が
、
人
の
心
と
い
ふ
も
の
は
奇
妙

な
も
の
で
、
私
は
此
頃
か
ら
、
少
し
宛
現
在
の
境
遇
を
輕
蔑
す
る
樣
に
な
つ
た
。

朝
に
目
を
覺
ま
し
て
、
床
の
中
で
不
取
敢







新
聞
を
讀
む
。
ト
、
私
が
來
た
頃
ま

で
は
、
一
面
と
二
面
が
ル
ビ
無
し
の
、
時
と
し
て
は
艶
種
が
二
面
の
下
か
ら
三

面
の
冒
頭





へ
續
い
て
居
る
樣
な
新
聞
だ
つ
た
の
が
、
今
で
は
全
然






總
ル
ビ
附
で
、

體
裁
も
自
分
だ
け
で
は
何
處
へ
出
し
て
も
耻
か
し
く
な
い
と
思
ふ
程
だ
し
、
殊

に
三
面
　
　
田
舍
の
讀
者
は
三
面
だ
け
讀
む
。
　
　
と
な
る
と
、
二
號
活
字
を

思
切
つ
て
使
つ
た
、
誇
張
を
極
め
た
記
事
が
、
賑
々
し
く
埋
め
て
あ
る
。
フ
フ

ン
と
云
つ
た
樣
な
氣
持
に
な
る
。
若
し
か
し
て
、
記
事
の
排
列
の
順
序
で
も
違

つ
て
る
と
、
「
永
山
の
奴
仕
樣
が
な
い
な
、
い
く
ら
云
つ
て
も
大
刷
校
正
の
時

順
序
紙
を
見
な
い
。
」
な
ど
と
呟
い
て
見
る
が
、
次
に
「
毎
日
」
を
取
つ
て
見

る
と
い
ふ
と
、
モ
ウ
自
分
の
方
の
事
は
忘
れ
て
、
又
候
フ
フ
ン
と
云
つ
た
氣
に
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な
る
。
「
毎
日
」
は
何
日
で
も
私
の
方
よ
り
材
料
が
二
つ
も
三
つ
も
少
か
つ
た
。

取
分
け
私
自
身
の
聞
出
し
て
書
く
材
料
が
、
一
つ
と
し
て
先
方
に
載
つ
て
居
な

い
。
の
み
な
ら
ず
、
三
面
だ
け
に
ル
ビ
を
附
け
た
だ
け
で
、
活
字
の
少
い
所
か

ら
假
名
許
り
澤
山
に
使
つ
て
、
「
釧
路
」
の
釧
の
字
が
無
い
か
ら
大
抵
「
く
し

路
」
と
し
て
あ
つ
た
。
新
聞
を
見
て
了
つ
て
、
起
き
よ
う
か
ナ
と
思
ふ
と
、
先

づ
床
の
中
か
ら
兩
腕
を
出
し
て
、
思
ひ
切
つ
て
悠
暢






と
身
延






を
す
る
。
そ
し
て
、

「
今
日
も
亦
社
に
行
つ
て
と
…
…
え
え
と
、
ま
た
二
號
活
字
を
盛
ん
に
使
う
か

ナ
。
」
と
云
ふ
樣
な
事
を
口
の
中
で
云
つ
て
見
て
、
そ
し
て
今
度
は
前
の
場
合

と
少
し
違
つ
た
意
味
に
於
て
、
フ
フ
ン
と
云
つ
て
、
輕
く
自
分
を
嘲
つ
て
見
る
。

「
二
號
活
字
さ
へ
使
へ
ば
新
聞
が
活
動
し
た
も
の
と
思
つ
て
る
、
フ
ン
、
處
世

の
秘
訣
は
二
號
活
字
に
あ
り
か
ナ
。
」
な
ど
と
考
へ
る
。

　
這
※





氣
が
し
出
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
、
二
三
日
經

つ
と
、
モ
ウ
私
は
何

を
見
て
も
何
を
聞
い
て
も
、
直
ぐ
フ
フ
ン
と
鼻
先
で
あ
し
ら
ふ
樣
な
氣
持
に
な

つ
た
。
其
頃
は
私
も
餘
程
土
地
慣
れ
が
し
て
來
て
、
且
つ
仕
事
が
仕
事
だ
か
ら
、

種
々






の
人
に
接
觸
し
て
居
た
し
、
隨
つ
て
一
寸
普
通
の
人
に
は
知
れ
ぬ
種
々






な

事
が
、
目
に
見
え
た
り
、
耳
に
入
つ
た
り
す
る
所
か
ら
、
「
要
す
る
に
釧
路
は

慾
の
無
い
人
と
眞
面
目
な
人
の
居
な
い
所
だ
。
」
と
云
つ
た
樣
な
心
地
が
、
不

斷
此
フ
フ
ン
と
い
ふ
氣
を
助

長

け
て
居
た
。

　
モ
一
つ
、
そ
れ
を
助

長

け
る
の
は
、
厭
で
も
應
で
も
毎
日
顏
を
見
で
は
濟
ま

ぬ
女
中
の
お
芳
で
あ
つ
た
。
私
が
此
下
宿
へ
初
め
て
移
つ
た
晩
、
此
女
が
來
て
、

亭
主
に
別
れ
て
か
ら
自
活
し
て
居
た
の
を
云
々
と
話
し
た
事
が
あ
つ
た
が
、
此

頃
に
な
つ
て
、
不

圖

し
た
事
か
ら
、
そ
れ
が
全
然
根
も
葉
も
無
い
事
で
あ
る
と

解
つ
た
。
亭
主
が
あ
つ
た
の
で
も
無
け
れ
ば
、
主
婦





が
強

つ
て
頼
ん
だ
の
で
も

な
く
、
矢
張
普
通
の
女
中
で
、
額
の
狹
い
、
小
さ
い
目
と
小
さ
い
鼻
を
隱



し
て

了
ふ
程
頬
骨
の
突
出
た
、
土
臼
の
樣
な
尻
の
、
先
づ
珍
し
い
許
り
の
醜
女






の
肥

滿
人






で
あ
つ
た
。
人
々
に
向
つ
て
、
よ
く
亭
主
が
あ
つ
た
樣
な
話
を
す
る
の
は
、

詰
り
、
自
分
が
二
十
五
に
も
な
つ
て
未
だ
獨
身
で
居
る
の
を
、
人
が
、
不
容
貌







な
爲
に
拾
手






が
無
か
つ
た
の
だ
と
で
も
見
る
か
と
思
つ
て
る
か
ら
な
の
で
、
其

※


女
だ
か
ら
、
何
の
室
へ
行
つ
て
も
、
例
の
取
て
投
げ
る
樣
な
調
子
で
、
四
邊





構
は
ず
狎

戲

る
、
妙
な
姿

態

を
す
る
。
止
宿
人









の
方
で
も
、
根
が
愚
鈍
な
淡
白





者
だ
け
に
面
白
が
つ
て
盛
ん
に
揶
揄





ふ
。
ト
、
屹
度





私
の
許
へ
來
て
、
何
番
の

お
客
さ
ん
が
昨
晩





這
※





事
を
云
つ
た
と
か
、
那
※





事
を
し
た
と
か
、
誰
さ
ん
が

私
の
乳
を
握
つ
た
と
か
、
夏
に
な
つ
た
ら
浴
衣
を
買
つ
て
や
る
か
ら
毎
晩
泊
り

に
來
い
と
云
つ
た
と
か
、
そ
れ
は
〳
〵
種
々






な
事
を
喋





り
立
て
る
。
私
は
よ
く

氣
の
毒
な
女
だ
と
思
つ
て
た
が
、
そ
れ
で
も
此
滑
稽
な
顏
を
見
た
が
最
後
、
腹

の
蟲
が
喉



ま
で
出
て
來
て
擽
る
樣
で
、
罪
な
事
と
は
知
り
乍
ら
、
種
々






な
事
を

云
つ
て
揶
揄





ふ
。
然
も
、
怎
し
た
も
の
か
、
生
れ
て
か
ら
云
つ
た
事
の
な
い
樣

な
際
敏





い
皮
肉
ま
で
が
、
何
の
苦
も
な
く
、
咽
喉
か
ら
矢
繼
早
に
出
て
來
る
。

す
る
と
、
芳
ち
ゃ
ん
は
屹
度





怒
つ
た
樣
な
顏
を
し
て
見
せ
る
が
、
此
時
は
此
女

の
心
の
中
で
一
番
嬉
し
い
時
な
の
で
、
又
、
其
顏
の
一
番
滑
稽





て
見
え
る
時
な

の
だ
。
が
、
私
は
直
ぐ
揶
揄





ふ
の
が
厭
に
な
つ
て
了
ふ
の
で
、
其
度






、

『
モ
ウ
行
け
、
行
け
。
何
時
ま
で
人
の
邪
魔
す
る
ん
だ
い
、
馬
鹿
奴
。
』

と
怒
鳴
り
つ
け
る
。
ト
、
芳
ち
ゃ
ん
は
小
さ
い
目
を
變
な
具
合
に
し
て
、

『
ハ
イ
行
き
ま
す
よ
。
貴
方





の
位





隔
て
な
く
し
て
呉
れ
る
人
ア
無

え
だ
も
の
。
』

と
云
つ
て
、
大
人





し
く
出
て
行
く
。
私
は
何
日
か
、
此
女
は
、
ア
ノ
大
き
な
足

で
、
「
眞
面
目
」
と
い
ふ
も
の
の
影
を
消
し
て
歩
く
女
だ
と
考
へ
た
事
が
あ
つ

た
。

　
社
に
行
く
と
、
何

日

で
も
事
務
室
を
通
つ
て
二
階
に
上
る
の
だ
が
、
餘
り
口

も
利
か
ぬ
目
の
凹
ん
だ
事
務
長
ま
で
が
、
私
の
顏
を
見
る
と
、

『
今
日
は
橘
さ
ん
へ
郵
便
が
來
て
居
な
ん
だ
か
。
』
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と
受
付
の
者
に
聞
く
と
云
つ
た
調
子
。
編
輯
局
へ
入
つ
て
も
、
兎
角
私
の
フ
フ

ン
と
云
ふ
氣
持
を
唆



る
樣
な
話
が
出
る
。

　
其
※





話
を
出
さ
ぬ
の
は
、
主
筆
だ
け
で
あ
つ
た
。
主
筆
は
、
體
格
の
立
派
な
、

口
髭
の
嚴





し
い
、
何
處
へ
出
し
て
も
敗



を
と
ら
ぬ
風
采
の
、
四
十
年
輩
の
男
で
、

年
よ
り
早
く
前
頭
の
見
事
に
禿
げ
上
つ
て
る
の
は
、
女
の
話
に
か
け
る
と
甘
く

な
る
性



な
事
を
語
つ
て
居
た
。
が
、
平
生
は
至
つ
て
口
少
な
な
、
常
に
鷹
揚
に

構
へ
て
、
部
下
の
者
の
缺
點
は
隨
分
手
酷
く
や
ッ
つ
け
る
け
れ
ど
も
、
滅
多
に

煽
動





る
事
の
な
い
人
で
あ
つ
た
。
で
、
私
に
對
し
て
も
、
極
く
淡
白





に
見
せ
て

居
た
が
、
何
も
云
は
ね
ば
云
は
ぬ
に
つ
け
て
、
私
は
又
此
人
の
頭
腦





が
モ
ウ
餘

程
乾
涸






て
居
て
、
漢
文
句
調
の
幼
稚
な
文
章
し
か
書
け
ぬ
事
を
知
つ
て
居
る
の

で
、
そ
れ
と
な
く
腹
の
中
で
フ
フ
ン
と
云
つ
て
居
る
。

　
一
體
此
編
輯
局
に
は
、
他
の
新
聞
に
は
餘
り
類
の
な
い
一
種
の
秩
序
　
　
官

衙
風
な
秩
序
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
無
論
何
處
の
社
で
も
、
校
正
係
が
主
筆
を
捉

へ
て
「
オ
イ
君
」
な
ど
と
云
ふ
事
は
無
い
も
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
普
通
の

社
會
と
違
つ
て
、
何
と
い
ふ
事
な
し
に
自
由
が
あ
る
。
所
が
、
此
編
輯
局
に
は
、

主
筆
が
社
の
柱
石
で
あ
つ
て
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
權
力
を
持
つ
て
居
る
の
と
、

其
鷹
揚
な
官
吏
的
な
態
度
と
が
、
自
然
さ
う
云
ふ
具
合
に
し
た
も
の
か
、
怎



か

は
知
ら
ぬ
が
、
主
筆
な
ら
未

だ
し
も
、
私
ま
で
が
「
君
」
と
云
は
ず
に
「
貴
方





」

と
云
は
れ
る
。
言
話
の
み
で
な
く
、
凡
て
の
事
が
然

う
云
つ
た
調
子
で
、
隨
つ

て
何
日
で
も
議
論
一
つ
出
る
事
な
く
、
平
和
で
、
無
事
で
、
波
風
の
立
つ
日
が

無
い
と
共
に
、
部
下
の
者
に
抑
壓
は
あ
る
け
れ
ど
、
自
由
の
空
氣
が
些



と
も
吹

か
ぬ
。

　
私
は
無
論
誰
か
ら
も
抑
壓
を
享
け
る
で
も
な
く
、
却
つ
て
上
の
人
か
ら
大
事

が
ら
れ
て
、
お
愛
嬌
を
云
は
れ
て
居
る
の
で
、
隨
分
我
儘
に
許
り
振
舞
つ
て
居

た
が
、
フ
フ
ン
と
云
ふ
氣
持
に
な
つ
て
、
自
分
の
境
遇
を
輕
蔑
し
て
見
る
樣
に

な
つ
て
間
も
な
く
の
事
　
　
其
※





氣
が
し
乍
ら
も
職
務





に
は
眞
面
目
な
も
の
で
、

毎
日
十
一
時
頃
に
出
て
四
時
過
ぎ
ま
で
に
、
大
抵
は
三
百
行
位
も
書
き
こ
な
す

の
だ
か
ら
、
手
を
休
め
る
暇
と
云
つ
て
は
殆
ど
無
い
の
だ
が
、
　
　
時
と
し
て
、

筆
の
穂
先
を
前
齒
で
輕
く
噛
み
な
が
ら
、
何
と
い
ふ
事
な
し
に
苦
蟲






を
噛
み
つ

ぶ
し
た
樣
な
顏
を
し
て
居
る
事
が
あ
つ
た
。
其
※





時
は
、
恰
度






、
空
を
行
く
雲

が
、
明
る
い
頭
腦





の
中
へ
サ
ッ
と
暗
い
影
を
落
し
た
樣
で
、
目
の
前
の
人
の
顏

も
、
原
稿
紙
も
、
何
と
な
し
に
煤



ん
で
、
曇
つ
て
見
え
る
。
ハ
ッ
と
氣
が
附
い

て
、
怎
し
て
這
※





氣
持
が
し
た
ら
う
と
怪
ん
で
見
る
。
そ
れ
が
日
一
日
と
數
が

多
く
な
つ
て
行
く
、
時
間
も
長
く
續
く
樣
に
な
つ
て
行
く
。

　
或
日
、
須
藤
氏
が
編
輯
局
に
來
て
居
て
、

『
橘
君
は
今
日
二
日
醉
ぢ
や
な
い
か
。
』

と
云
つ
た
。
恰
度






私
が
呆
然






と
例
の
氣
持
に
な
つ
て
、
向
側
の
壁
に
貼
り
つ
け

た
北
海
道
地
圖
を
眺
め
て
居
た
時
な
の
で
、
ハ
ッ
と
し
て
、

『
否





』

と
云
つ
た
儘
、
テ
レ
隱
し
に
愛
想
笑
ひ
を
す
る
と
、

『
さ
う
か
え
、
何
だ
か
氣
持
の
惡
さ
う
な
顏
を
し
て
居
る
か
ら
、
僕
は
又
、
何

か
市
子
に
怨
言





で
も
言
は
れ
た
の
を
思
出
し
て
る
か
と
思
つ
た
。
』

と
云
つ
て
笑
つ
た
が
、

『
君
が
然

う
し
て
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
る
の
は
可

い
が
。
、
其
爲
に
神
經
衰

弱
で
も
起
さ
ん
樣
に
し
て
呉
れ
給
へ
。
一
體
餘
り
丈
夫
で
な
い
身
體





な
樣
だ
か

ら
。
』

　
私
は
直
ぐ
腹
の
中
で
フ
フ
ン
と
云
ふ
氣
に
な
つ
た
が
、
可
成






平
生





の
快
活
を

裝


う
て
、

『
大
丈
夫
で
す
よ
。
僕
は
藥
を
飮
む
の
が
大
嫌
ひ
で
す
か
ら
、
滅
多
に
病
氣
な

ん
か
す
る
氣
に
な
り
ま
せ
ん
。
』
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『
そ
ん
な
ら
可

い
が
、
』
と
句
を
切
つ
て
、
『
最
も
、
君
が
病
氣
し
た
ら
、
看

護
婦
の
代
り
に
市
子
を
頼
ん
で
上



る
積
り
だ
が
ね
、
ハ
ハ
ハ
。
』

『
そ
ら
結
構
で
す
、
何
な
ら
、
チ
ョ
イ
〳
〵
病
氣
す
る
事
に
し
て
も
可

い
で
す

よ
。
』

　
其
日
は
一
日
、
可
成






く
す
ん
だ
顏
を
人
に
見
せ
ま
い
と
思
つ
て
、
頻
り
に
心

に
も
な
い
戲
談
を
云
つ
た
が
、
其
※





事
を
す
れ
ば
す
る
程
、
頭
腦





が
暗
く
な
つ

て
來
て
、
筆
が
溢
る
、
無
暗
矢
鱈
に
二
號
活
字
を
使
ふ
。
文
選
小
僧
は
「
明
日

の
新
聞
も
景
気
が
可

え
ぞ
。
」
と
工
場
で
叫
ん
で
居
た
。

　
何
故
暗
い
陰

影

に
襲
は
れ
る
か
？
　
訝





し
い
と
は
思
ひ
乍
ら
、
私
は
別
に
深

く
其
理
由
を
考
へ
て
も
見
な
か
つ
た
。
が
、
詰
り
私
は
、
身
體
は
一
時
間
も
暇

が
無
い
程
忙
が
し
い
が
、
爲
る
事
成
す
事
思
ふ
壺
に
篏



つ
て
、
鏡
の
樣
に
凪

い

だ
海
を
十
日
も
二
十
日
も
航
海
す
る
樣
な
の
で
、
何
日
し
か
精
神





が
此
無
聊
に

倦

ん
で
來
た
の
だ
。
西
風
が
ド
ウ
と
吹
い
て
、
千
里
の
夏
草
が
皆
靡



く
、
抗





ふ

樹
も
な
け
れ
ば
、
遮





る
山
も
な
い
、
と
、
風
は
野
の
涯
に
來
て
自
ら
死
ぬ
。
自

ら
死
ぬ
風
の
心
を
、
若
い
人
は
又
、
春
の
眞
晝
に
一
人
居
て
、
五
尺
の
軒
か
ら

底
無
し
の
花
曇
り
の
空
を
仰
い
だ
時
、
目
に
湧
い
て
來
る
寂
し
み
の
雲
に
讀
む
。

戀
あ
る
人
は
戀
を
思
ひ
、
友
あ
る
人
は
友
を
懷
ひ
、
春
の
愁
と
云
は
る
る
「
無

聊
の
壓
迫
」
を
享
け
て
、
何
處
か
し
ら
遁
路
を
求
め
む
と
す
る
。
太
平
の
世
の

春
愁
は
、
肩
で
風
切
る
武
士
の
腰
の
物
に
、
態



と
觸



つ
て
見
る
市
井
の
無
頼
兒

で
あ
る
。
世
が
日
毎
に
月
毎
に
進
ん
で
、
汽
車
、
汽
船
、
電
車
、
自
動
車
、
地

球
の
周
圍
を
縮
め
る
事
許
り
考
へ
出
す
と
、
徒
歩
で
世
界
を
一
週
す
る
と
言
ひ

出
す
奴
が
屹
度
出
る
。
　
　
詰
り
、
私
の
精
神
も
、
徒
歩
旅
行
が
企
て
た
く
な

つ
た
の
だ
、
喧
嘩
の
對
手
が
欲
し
く
な
つ
た
の
だ
。

　
一
月
の
下
旬
に
來
て
、
唯
一
月
經

つ
か
經

た
ぬ
に
這
※





氣
を
起
す
と
は
、
少

し
氣
早





い
　
　
不
自
然
な
樣
に
思
ふ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
私
の
性
行
を
知

ら
ぬ
か
ら
な
の
で
…
…
私
は
、
北
海
道
へ
來
て
か
ら
許
り
も
、
唯
九
ヶ
月
の
間

に
、
函
館
、
小
樽
、
札
幌
で
四
つ
の
新
聞
に
居
て
來
た
。
何

の
社
で
も
今
の
樣

に
破
格
の
優
遇
は
し
て
呉
れ
な
か
つ
た
が
、
其
代
り
私
は
一
日
と
し
て
心
の
無

聊
を
感
じ
た
事
が
無
い
。
何
か
知
ら
企





て
る
、
で
な
け
れ
ば
、
人
の
企
て
に
加

は
る
。
其
企
て
が
又
、
今
の
樣
に
何
の
障
害





な
し
に
行
は
れ
る
事
が
無
い
の
で
、

私
の
若
い
精
神
は
絶
間





も
な
く
勇
ん
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
戰
場
に
居
る
心
地
が

し
て
居
た
。
戰
ひ
に
慣
れ
た
心
が
、
何
一
つ
波
風
の
無
い
編
輯
局
に
來
て
、
徐



々


睡
氣
が
さ
す
程
「
無
聊
の
壓
迫
」
を
感
じ
出
し
た
の
だ
。

　
這
※





理
由
と
も
氣
が
附
か
ず
、
唯
モ
ウ
暗
い
陰

影

に
襲
は
れ
る
と
、
自

暴

に

誇
大
な
語
を
使
つ
て
書
く
、
筆
が
一
寸
躓
く
と
、
く
す
ん
だ
顏
を
上
げ
て
周
圍

を
見
る
。
周
邊
は
何
時
で
も
平
和
だ
、
何
事
も
無
い
。
す
る
と
、
私
は
穗
先
を

噛
ん
で
ア
ラ
ヌ
方
を
眺
め
る
。

　
主
筆
は
鷹
揚
に
淡
白






と
構
へ
て
居
る
。
八
戸
君
は
毎
日
役
所
𢌞
り
を
し
て
來

て
、
一
生
懸
命
に
な
つ
て
五
六
十
行
位
雜
報
を
書
く
。
優
し
い
髭
を
蓄
へ
た
、

色
白
の
、
女
に
可
愛
が
ら
れ
る
顏
立
で
、
以
前
は
何
處
か
の
中
學
の
教
師
を
し

た
人
な
さ
う
だ
が
、
至
極
親
切
な
君
子
人
で
、
得
意
な
代
數
幾
何
物
理
の
割
に

筆
は
立
た
ぬ
け
れ
ど
、
遊
郭
種
と
な
る
と
、
打
つ
て
變
つ
て
輕
妙
な
警
句
に
富

ん
だ
も
の
を
書
く
、
私
の
心
に
陰

影

の
さ
し
た
時
、
よ
く
飛
沫






の
叱
言





を
食
ふ

の
は
、
編
輯
助
手
の
永
山
で
あ
つ
た
。
永
山
は
モ
ウ
三
十
を
越
し
た
、
何
日
で

も
髮
を
ペ
タ
リ
と
チ
ッ
ク
で
撫
で
つ
け
て
居
て
、
目
が
顏
の
兩
端
に
あ
る
、
頬

骨
の
出
た
、
ノ
ッ
ペ
リ
と
し
た
男
で
、
醉
つ
た
時
踊
の
眞
似
を
す
る
外
に
、
何

も
能
が
無
い
、
奇
妙
に
生
れ
つ
い
た
男
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の
で
、
此
男
が
眞
面

目
に
な
れ
ば
な
る
程
、
其
擧
動
が
吹
き
出
さ
ず
に
居
ら
れ
ぬ
程
滑
稽
に
見
え
て
、

何
か
戲
談
で
も
云
ふ
と
些



と
も
可
笑
し
く
な
い
。
午
前
は
商
況
の
材
料
取
に
店

𢌞
り
を
し
て
、
一
時
に
警
察
へ
行
く
。
歸
つ
て
か
ら
校
正
刷
の
出
初
め
る
ま
で
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は
、
何
も
用
が
無
い
の
で
、
東
京
電
報
を
譯
さ
し
て
見
る
事
な
ど
も
あ
る
が
、

全
然
頭
に
働
き
が
無
い
、
唯
五
六
通
の
電
報
に
三
十
分
も
費
し
て
、
そ
れ
で
間

違
ひ
だ
ら
け
な
譯
を
す
る
。

　
少
し
毛
色
の
變
つ
て
る
の
は
、
小
松
君
で
あ
つ
た
。
二
十
七
八
の
、
髭
が
無

い
か
ら
年
よ
り
は
ズ
ッ
ト
若
く
見
え
る
が
、
大
き
い
聲
一
つ
出
さ
ぬ
樣
な
男
で

居
て
、
馬
鹿
に
話
好






き
の
、
何

日

で
も
輕
い
不
安
に
襲
は
れ
て
居
る
樣
に
、
顏

の
肉
を
痙
攣





け
ら
せ
て
居
た
。

　
此
小
松
君
は
又
、
暇
さ
へ
あ
れ
ば
町
を
歩
く
の
か
好
き
だ
と
い
ふ
事
で
、
市

井
の
細
か
い
出
來
事
ま
で
、
殆
ん
ど
殘
り
な
く
聞
込
ん
で
來
る
。
私
が
、
彼
の

「
毎
日
」
の
菊
池
君
に
就
い
て
、
種
々






の
噂
を
聞
い
た
の
も
、
大
抵
此
小
松
君

か
ら
で
あ
つ
た
。

　
其
話
で
は
、
　
　
菊
池
君
は
贅
澤
に
も
棧
橋
前
の
「
丸
山
」
と
云
ふ
旅
館
に

泊
つ
て
居
て
、
毎
日
草
鞋





を
穿

い
て
外
交
に
𢌞
つ
て
居
る
。
そ
し
て
、
何
處
へ

行
つ
て
も
、

『
私
は
「
毎
日
新
聞
」
の
探
訪
で
、
菊
池
兼
治
と
云
ふ
者
で
あ
り
ま
す
。
』

と
挨
拶
す
る
さ
う
で
、
初
め
て
警
察
へ
行
つ
た
時
は
、
案
内
も
な
し
に
ヅ
カ
〳

〵
事
務
室
へ
入
つ
た
の
で
、
深
野
と
云
ふ
主
任
警
部
が
、
テ
ッ
キ
リ
無
頼
漢
か

何
か
面
倒
な
事
を
云
ひ
に
來
た
と
見
た
か
ら
、
『
貴
樣
は
誰
の
許
可





を
得
て
入

つ
た
か
？
』

と
突
然
怒
鳴
り
つ
け
た
と
云
ふ
事
で
あ
つ
た
。
菊
池
君
は
又
、
時
々
職
工
と
一

緒
に
な
つ
て
酒
を
飮
む
事
が
あ
る
さ
う
で
、
「
丸
山
」
の
番
頭
の
話
で
は
、
時

と
し
て
歸
つ
て
來
な
い
晩
も
あ
る
と
云
ふ
。
其
※





時
は
怎
も
米
町






（
遊
廓
）
へ

行
く
ら
し
い
の
で
、
現
に
或
時





の
晩
の
如
き
は
職
工
二
人
許
り
と
連
立
つ
て
行

つ
た
形
跡
が
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
又
、
小
松
君
は
、
聨
隊
區
司

令
部
に
は
三
日
置
位
に
し
か
材
料
が
無
い
の
に
、
菊
池
君
が
毎
日
ア
ノ
山
の
上

ま
で
行
く
と
云
つ
て
、
笑
つ
て
居
た
。

　
四
時
か
四
時
半
に
な
る
と
、
私
は
算
盤
を
取
つ
た
、
順
序
紙
に
つ
け
て
あ
る

行
數
を
計
算
し
て
、

『
原
稿
出
切





。
』

と
呼
ぶ
。
ト
、
八
戸
君
も
小
松
君
も
、
卓
子






か
ら
離
れ
て
各
々






自
分
の
椅
子
を

引
ず
つ
て
煖
爐






の
周
邊





に
集
る
。
此
時
は
流
石
に
私
も
肩
の
荷
を
下
し
た
樣
で
、

ホ
ッ
と
息
を
し
て
莨
に
火
を
移
す
が
、
輕
い
空
腹
と
何
と
云
ふ
事
の
無
い
不
滿

足
の
情
が
起
つ
て
來
る
の
で
大
抵
一
本
の
莨
を
吸
ひ
き
ら
ぬ
中
に
歸
準
備








を
す

る
。

　
宿
に
歸
る
と
、
否
で
も
應
で
も
お
芳
の
滑
稽





た
顏
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ト
、

其
何
時
見
て
も
絶
え
た
事
の
な
い
卑
し
い
淺
間
し
い
飢
渇
の
表
情
が
、
直
ぐ
私

に『
オ
イ
、
家
の
別
嬪
さ
ん
は
今
日
誰
々
に
秋
波





を
使
つ
た
？
』

と
云
ふ
樣
の
事
を
云
は
せ
る
。

『
マ
ア
酷
い
よ
、
此
人
は
。
私
の
顏
見
れ
ば
、
そ
ん
な
事
許
り
云
つ
て
さ
。
』

と
、
お
芳
は
忽
ち
に
し
て
甘
え
た
姿

態

を
す
る
。

『
飯



持
つ
て
來
い
、
飯
。
』

『
貴
方
、
今
夜
も
出
懸
け
る
の
か
え
。
』

『
大
き
に
御
世
話
樣
。
』

『
だ
つ
て
主
婦





さ
ん
が
貴
方





の
事
心
配
し
て
る
よ
。
好

え
人
だ
ど
も
、
今
か
ら

酒
な
ど
飮
ん
で
、
怎
す
る
だ
べ
て
。
』

『
お
嫁
に
來
て
呉
れ
る
人
が
無
く
な
る
ッ
テ
譯
か
？
』

『
マ
ア
さ
。
』

『
ぢ
や
ね
、
芳
ち
や
ん
の
樣
な
人
で
、
モ
些



と
許
り
お
尻
の
小
さ
い
の
を
嫁
に

貰
つ
て
呉
れ
た
ら
、
一
生
酒
を
禁

め
る
か
ら
ツ
て
お
主

婦

さ
ん
に
そ
云
つ
て
見
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て
呉
れ
。
』

『
知
ら
な
い
、
私
。
』
と
立
つ
て
行
く
。

　
夕
飯
が
濟
む
。
ト
、
一
日
手
を
離
さ
ぬ
の
で
筆
が
仇
敵





の
樣
に
な
つ
て
る
か

ら
、
手
紙
一
本
書
く
氣
も
し
な
け
れ
ば
、
書



な
ど
見
よ
う
と
も
思
は
ぬ
。
凝

然

と
し
て
洋
燈





の
火
を
見
つ
め
て
居
る
と
、
斷

々







な
事
が
雜
然






に
な
つ
て
心
を

掠
め
る
。
何

時

し
か
暗
い
陰

影

が
頭
腦





に
擴





つ
て
來
る
。
私
は
、
恁

う
し
て
何

處
へ
と
い
ふ
確
か
な
目

的

も
な
く
、
外
套
を
引
被





け
て
外
へ
飛
び
出
し
て
了
ふ
。

　
這
※





氣
持
が
す
る
樣
に
な
つ
て
か
ら
、
私
は
何
故
と
い
ふ
理
由
も
な
し
に

「
毎
日
」
の
日
下
部
君
と
親
し
く
往
來
す
る
樣
に
な
つ
た
。
ト
共
に
、
初
め
材

料
を
聞
出
す
積
り
で
チ
ョ
イ
〳
〵
飮
み
に
行
つ
た
の
が
、
此
頃
で
は
其
※





考
へ

も
無
し
に
、
唯
モ
ウ
行
か
ね
ば
氣
が
落
付
か
ぬ
樣
で
、
毎
晩
の
樣
に
華
や
か
な

絃
歌
の
巷
に
足
を
運
ん
だ
。
或
時
は
小
松
君
を
伴
れ
て
、
或
時
は
日
下
部
君
と

相
携
へ
て
。

　
星
明
り
の
す
る
雪
路
を
、
身
も
心
も
フ
ラ
〳
〵
と
し
て
歸
つ
て
來
る
の
は
、

大
抵
十
二
時
過
で
あ
る
が
、
私
は
、
「
毎
日
」
社
の
小
路
の
入
口
を
通
る
度
に
、

「
僕
の
方
の
編
輯
局
は
全
然
梁
山
伯
だ
よ
。
」
と
云
つ
た
日
下
部
君
の
言
葉
を

思
出
す
。
月
例
會
に
逢
つ
た
限



の
菊
池
君
が
何
故
か
目
に
浮
ぶ
。
そ
し
て
、
何

だ
か
一
度
其
編
集
局
へ
行
つ
て
見
た
い
樣
な
氣
が
し
た
。

　
　
　
　
　
　
五

　
三
月
一
日
は
恰
度






日
曜
日
。
快
く
目
を
さ
ま
し
た
時
は
、
空
が
美
し
く
晴
れ

渡
つ
て
、
東
向
の
窓
に
射
す
日
が
、
塵
に
曇
つ
た
硝
子
を
薄
温
か
に
染
め
て
居

た
。

　
日
射
が
上
か
ら
縮





つ
て
、
段
々
下
に
落
ち
て
行
く
。
颯



と
室
の
中
が
暗
く
な

つ
た
と
思
ふ
と
、
モ
ウ
私
の
窓
か
ら
日
が
遁
げ
て
、
向
合
つ
た
今
井
病
院
の
窓

が
、
遽
か
に
キ
ラ
〳
〵
と
す
る
。
午
後
一
時
の
時
計
が
チ
ン
と
何
處
か
で
鳴
つ

て
、
小
松
君
が
遊
び
に
來
た
。

『
昨
晩





怎


で
し
た
。
面
白
か
つ
た
か
え
？
』

『
隨
分
な
入
で
し
た
。
五
百
人
位
入
つ
た
樣
で
し
た
よ
。
』

『
釧
路
座
に
五
百
人
ぢ
や
、
棧
敷
が
危
險





い
ね
。
』

『
え
え
、
七
時
頃
に
は
木
戸
を
閉
め
ツ
ち
や
ツ
た
ん
で
す
が
、
大
分
戸

外

で
騷

い
で
ま
し
た
よ
。
』

『
其
※





だ
つ
た
か
な
。
最
も
、
釧
路
ぢ
や
琵
琶
會
が
初
め
て
な
ん
だ
さ
う
だ
か

ら
ね
。
』

『
そ
れ
に
貴
方
が
又
、
馬
鹿
に
景
氣
を
つ
け
て
お
書
き
な
す
ツ
た
ん
で
す
か
ら

な
。
』

『
其
※





事
も
な
い
け
れ
ど
も
…
…
訝



し
げ
な
も
ん
だ
ね
。
一
體
僕
は
、
慈
善
琵

琶
會
な
ん
て
云
ふ
「
慈
善
」
が
大
嫌
ひ
な
ん
で
、
ア
レ
は
須
ら
く
僞
善
琵
琶
會

と
書
く
べ
し
だ
と
思
つ
て
る
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
君
、
釧
路
み
た
い
な
田
舎
へ

來
て
る
と
、
怎
も
退
屈
で
退
屈
で
仕
樣
が
な
い
も
ん
だ
か
ら
ね
。
遂
ソ
ノ
、
何

か
し
ら
人
騷
が
せ
が
や
つ
て
見
た
く
な
る
ん
だ
。
』

『
同
意






で
す
な
。
』

『
孤
兒
院
設
立
の
資
金
を
集
る
な
ん
て
云
ふ
け
れ
ど
、
實
際
は
ア
ノ
金
村






ツ
て

云
ふ
琵
琶
法
師
も
喰



せ
者
に
違
ひ
な
い
ん
だ
が
ね
。
』

『
で
せ
う
か
？
』

『
で
な
け
や
、
君
…
…
然

う
〳
〵
、
君
は
未
だ
知
ら
な
か
つ
た
ん
だ
が
、
昨
日

彼
奴
が
ね
、
編
集
局
へ
ビ
ー
ル
を
、
一
打





寄
越
し
た
ん
だ
よ
。
僕
は
癪
に
觸
つ

た
か
ら
、
御
好
意
は
有
難
い
が
此
代
金
も
孤
兒
院
の
設
立
資
金
に
入
れ
て
貰
ひ

た
い
ツ
て
返
し
て
や
つ
た
ん
だ
。
』

19



『
然

う
で
し
た
か
、
怎
も
…
…
』

『
慈
善
を
餌



に
利
を
釣
る
、
巧
く
や
つ
て
る
も
ん
だ
よ
。
ア
ノ
旅
館





の
贅
澤
加

減
を
見
て
も
解
る
さ
。
』

『
其
※





事
が
あ
つ
た
爲
で
す
か
、
昨
晩





頻
り
に
、
貴
方





が
お
出
に
な
ら
な
い
ツ

て
、
金
村
の
奴
心
配
し
て
ま
し
た
よ
。
』

『
感
付
か
れ
た
と
思
つ
て
る
だ
ら
う
さ
。
』

『
然

う
〳
〵
、
ま
だ
心
配
し
て
た
人
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
』

『
誰
だ
え
？
』

『
市
ち
や
ん
が
行
つ
て
ま
し
て
ね
。
』

『
誰
と
？
』

『
些



と
は
心
配
で
す
か
な
。
』

『
馬
鹿
な
…
…
ハ
ハ
ハ
。
』

『
小
高
に
花
助
と
三
人
で
し
た
が
、
何
故
お
出
に
な
ら
な
い
だ
ら
う
ツ
て
、
眞

實


に
心
配
し
て
ま
し
た
よ
。
』

『
風
向
が
惡
く
な
つ
た
ね
。
』

『
ハ
ッ
ハ
ハ
。
だ
が
、
今
夜
は
お
出
に
な
る
で
せ
う
？
』

『
左
樣
、
行
つ
て
も
好
い
け
ど
ね
。
』

『
但
し
市
ち
や
ん
は
、
今
夜
來
ら
れ
な
い
さ
う
で
す
が
。
』

『
ぢ
や
止

さ
う
か
。
』

と
云
つ
て
、
二
人
は
聲
を
合
せ
て
笑
つ
た
。

『
立
つ
て
て
聞
き
ま
し
た
よ
。
』

と
、
お
芳
が
菓
子
皿
を
持
つ
て
入
つ
て
來
た
。

『
何
を
？
』

『
聞
き
ま
し
た
よ
、
私
。
』

『
お
前
の
知
つ
た
人
の
事
で
、
材

料

が
上
つ
た
ツ
て
小
松
君
が
話
し
た
所
さ
。
』

『
嘘
だ
よ
。
』

『
高
見
さ
ん
を
知
つ
て
る
だ
ら
う
？
』
と
小
松
君
が
云
ふ
。

『
知
っ
て
居
り
ま
す
さ
、
家
に
居
た
人
だ
も
の
。
』

『
高
見
ツ
て
の
は
何
か
、
以

前

社
に
居
た
と
か
云
ふ
…
…
？
』

『
ハ
、
然

う
で
す
。
』

『
高
見
さ
ん
が
怎



か
し
た
て
の
か
え
？
』

『
し
た
か
、
し
な
い
か
、
お
前
さ
ん
が
一
番
詳
し
く
知
つ
て
る
筈
ぢ
や
な
い
か

？
』

『
何
云
ふ
だ
べ
さ
。
』

『
だ
つ
て
、
高
見
君
が
此

家

に
居
た
の
は
本
當
だ
ら
う
。
』

『
居
ま
し
た
よ
。
』

『
そ
し
て
』

『
そ
し
て
ツ
て
、
私
何
も
高
見
さ
ん
と
は
怎



も
し
ま
せ
ん
か
ら
さ
。
』

『
ぢ
や
誰
と
怎



か
し
た
ん
だ
い
？
』

『
厭
だ
、
私
。
』

と
、
足
音
荒
く
お
芳
が
出
て
行
く
。

『
馬
鹿
な
奴
だ
。
』

『
天
下
の
逸
品
で
す
ね
、
ア
ノ
顏
は
。
』

『
ハ
ハ
ハ
。
皆
に
揶
揄






れ
て
嬉
し
が
つ
て
る
か
ら
、
可
哀
相







に
も
可
哀
相
だ
が

ね
。
餓
ゑ
た
る
女
と
云
ふ
奴
か
ナ
。
』

『
成
程
。
で
す
け
ど
、
ア
ノ
顏
ぢ
や
怎



も
、
マ
ア
揶
揄





つ
て
や
る
位
が
一
番
の

同
情
で
す
な
。
』

『
そ
れ
に
餘
程
の
氣
紛
れ
者
で
ね
。
稼
ぎ
出
す
と
鼻
唄
を
や
り
乍
ら
滅
法
稼
い

で
る
が
、
怠
け
出
し
た
ら
一
日
主
婦





に
怒
鳴
ら
れ
通
し
で
も
平
氣
な
も
ん
だ
。

そ
れ
か
と
思
ふ
と
、
夜
の
九
時
過
に
湯
へ
行
つ
て
來
て
、
ア
ノ
階
段





の
下
の
小
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さ
な
室
で
、
一
生
懸
命
お
化
粧





を
し
て
る
事
な
ん
か
あ
る
ん
だ
。
正
直
に
は
正

直
な
樣
だ
が
ね
。
』

『
そ
ら
然

う
で
せ
う
。
ア
ノ
顏
で
以
て
不
正
直
と
來
た
日
に
や
、
怎



も
な
り
ま

せ
ん
か
ら
ね
。
』

と
云
つ
て
、
小
松
君
は
暫
ら
く
語
を
切
つ
た
が
、

『
さ
う
〳
〵
、
「
毎
日
」
の
菊
池
で
す
ね
。
』

『
※



。
』

『
ア
ノ
男
は
怖
い
樣
な
顏
し
て
る
け
れ
ど
正
直
で
す
な
。
』

『
怎



し
て
？
』

『
昨
晩





矢
張
琵
琶
會
に
來
て
ま
し
た
が
ね
。
』
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